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本
稿
は
、
論
者
が
以
前
に
発
表
し
た
李
頎
の
士
人
描
写
詩
に
関
す
る
数
篇
の
文
章（
１
）の

補
論

で
あ
る
。
前
稿
で
論
ず
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
作
品
を
と
り
あ
げ
、
一
連
の
拙
論
の
ひ
と

ま
ず
の
完
結
と
し
た
い
。

前
稿（
一
）お
い
て
は
、
先
秦
か
ら
初
唐
ま
で
の
士
人
描
写
詩
の
変
遷
を
概
観
し
た
。
士
人

の
姿
は
、
唐
以
前
に
お
い
て
は
、
主
に
楽
府
や
頌
詞
の
中
で
歌
わ
れ
て
お
り
、
典
型
性
が
強

く
、
幅
広
い
読
者
層
に
共
通
理
解
が
可
能
な
、
つ
ま
り
公
共
的
性
質
の
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。

初
唐
に
な
る
と
、
そ
の
よ
う
な
詩
歌
と
と
も
に
、
他
者
あ
る
い
は
自
己
の
一
個
人
と
し
て
の

士
人
の
姿
を
描
く
作
品
が
多
く
作
ら
れ
始
め
る
。
こ
こ
に
は
、
詩
歌
の
内
容
が
、
士
人
達
共

有
の
世
界
か
ら
、
個
別
性
・
具
体
性
が
明
確
な
世
界
を
強
く
意
識
し
始
め
る
と
い
う
、
詩
歌

史
の
流
れ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
二
）に
お
い
て
は
、
盛
唐
詩
人
の
士
人
描
写
詩
を
概
観
し
、
盛
唐
詩
人
は
、
前
代
の
士
人

達
の
成
果
を
承
け
、
個
別
性
・
具
体
性
を
よ
り
い
っ
そ
う
強
め
、
作
者
と
描
写
対
象
の
士
人

の
置
か
れ
た
状
況
に
即
し
て
、
士
人
達
の
姿
を
描
い
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

（
三
）（
四
）に
お
い
て
は
、
杜
甫
の
士
人
描
写
詩
は
こ
の
分
野
に
お
い
て
ひ
と
つ
の
達
成

で
あ
る
と
同
時
に
、
李
頎
詩
も
杜
甫
詩
と
同
等
の
成
就
を
呈
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

そ
し
て
従
来
少
な
く
と
も
本
邦
で
は
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

李
頎
の
士
人
描
写
詩
に
つ
い
て
論
ず
る
こ
と
を
通
じ
て
、
杜
甫
中
心
的
な

0

0

0

0

唐
代
詩
史
あ
る
い

は
史
観（
そ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
れ
ば
の
話
で
は
あ
る
が
）、「
杜
甫
だ
け
で
は
な
い
」
こ
と

に
些
か
な
り
と
も
補
足
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

（
一
）

本
節
と
次
節
に
お
い
て
は
、
前
稿
の
補
足
と
し
て
、
李
頎
の
士
人
描
写
詩
に
つ
い
て
論
ず

る
。
論
者
が
特
徴
的
で
あ
る
と
判
断
し
た
作
品
は
ほ
ぼ
前
稿
で
紹
介
で
き
た
と
考
え
る
が
、

い
ま
幾
つ
か
の
作
品
を
解
読
し
て
ゆ
く
。

ま
ず
李
頎
か
ら
綦
毋
潜
に
贈
ら
れ
た
作
品
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
李
頎
が
綦
毋
潜
に
贈
っ

た
詩
歌
は
七
首
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
李
頎
の
交
遊
相
手
の
な
か
で
最
も
多
い
。
作
品

が
逸
失
し
た
可
能
性
も
大
き
く
、
現
存
の
作
品
数
だ
け
で
単
純
に
判
断
を
下
す
こ
と
は
難

し
い
が
、
綦
毋
潜
の
次
に
多
い
の
が
前
稿（
四
）で
紹
介
し
た
高
適
に
対
す
る
二
首
で
あ
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
李
頎
と
綦
毋
潜
と
の
交
遊
は
か
な
り
深
い
も
の
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る（
２
）。

そ
の
作
品
は
、「
送
綦
毋
三
謁
房
給
事
」、「
題
綦
毋
校
書
別
業
」（
以
上
、『
全
唐
詩
』
（
３
）

卷

一
三
二
）、「
欲
之
新
鄕
答
崔
顥
綦
毋
潛
」（
卷
一
三
三
）、「
送
綦
毋
三
寺
中
賦
得
紗
燈
」、「
寄

綦
毋
三
」、「
奉
送
五
叔
入
京
兼
寄
綦
毋
三
」、「
送
五
叔
入
京
兼
寄
綦
毋
三
」（
卷
一
三
四
）で

あ
る
。

ま
た
綦
毋
潜
は
、
張
九
齢
、
孟
浩
然
、
王
維
、
王
昌
齢
、
儲
光
羲
、
高
適
、
韋
応
物
ら
と

の
交
遊
が
確
認
さ
れ
て
お
り（
４
）、
盛
唐
詩
人
の
交
遊
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
人
物
の
ひ
と
り

で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

李
頎
と
綦
毋
潜
の
交
遊
の
感
情
的
側
面
は
上
掲
の
作
品
の
う
ち
特
に
次
の
二
首
か
ら
知
る

こ
と
が
で
き
よ
う（
５
）。

　
　

奉
送
五
叔
入
京
兼
寄
綦
毋
三

01
雲
陰
帶
殘
日　
　

雲
陰く
も

り
て
残
日
を
帯
び

02
悵
別
此
何
時　
　

別
れ
を
悵い
た

む　

此
れ
何
れ
の
時
ぞ

03
欲
望
黃
山
道　
　

黄
山
の
道
を
望
ま
ん
と
欲
す
れ
ど
も

04
無
由
見
所
思　
　

思
う
所
に
見あ

う
に
由
な
し

　
　

送
五
叔
入
京
兼
寄
綦
毋
三

01
吏
部
明
年
拜
官
後　
　

吏
部　

明
年　

拝
官
の
後　
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02
西
城
必
與
故
人
期　
　

西
城　

必
ず
故
人
と
期
せ
ん 

03
寄
書
春
草
年
年
色　
　

書
を
寄
せ
ん　

春
草　

年
年
の
色 

04
莫
道
相
逢
玉
女
祠　
　

道
う
莫
か
れ　

玉
女
祠
に
て
相
い
逢
わ
ん
と 

綦
毋
潜
の
事
跡
に
つ
い
て
は
不
明
な
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
開
元
十
四
年（
七
二
六
）の
進
士

で
、
宜
寿
県
尉（
＝

厔
県
、
陝
西
省
周
至
県
）、
集
賢
院
待
制
、
秘
書
省
校
書
郎
を
歴
任
し
、

天
宝
の
は
じ
め
棄
官
し
、
十
一
載（
七
五
二
）前
後
に
右
拾
遺
と
な
り
、
著
作
郎
で
終
わ
っ
た（
６
）

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
綦
毋
潜
は
そ
の
キ
ャ
リ
ア
に
あ
っ
て
中
央
政
府
の
官
僚
を
歴
任
し

て
お
り
、
李
頎
の
二
首
は
制
作
時
が
不
明
で
は
あ
る
が
、
都
で
宮
仕
え
を
す
る
綦
毋
潜
に
宛

て
た
作
品
と
考
え
て
よ
い
。
詩
を
託
し
た
「
五
叔
」
に
つ
い
て
は
未
詳（
７
）。

ま
た
王
錫
九
『
李
頎
詩
歌
校
注
』（
注（
５
））に
よ
れ
ば
、
こ
の
二
首
を
同
時
の
作
と
す
る

版
本
も
存
在
す
る（
８
）。

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
李
頎
は
五
叔
に
託
し
て
、
綦
毋
潜
へ
の
情
意
を

込
め
た
作
品
を
、
五
言
絶
句
、
七
言
絶
句
と
い
う
高
い
技
巧
が
求
め
ら
れ
る
詩
型（
９
）で

届
け
た

こ
と
に
な
る
。
こ
の
手
法
に
李
頎
の
綦
毋
潜
に
対
す
る
決
し
て
小
さ
く
は
な
い
思
い
の
一
端

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
右
の
王
氏
『
校
注
』
に
採
録
さ
れ
た
李

頎
詩
一
三
二
首
の
う
ち
、
五
絶
は
二
首
に
す
ぎ
ず
、
七
絶
は
八
首
で
決
し
て
多
く
な
い
。
絶

句
を
多
作
し
て
い
な
い
李
頎
が
そ
の
詩
型
で
綦
毋
潜
に
詩
を
寄
せ
た
こ
と
自
体
も
、
両
人
の

友
情
の
深
さ
を
計
る
上
で
考
慮
さ
れ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
二
首
に
つ
い
て
簡
単
に
解
読
し
て
み
る
。
第
一
首
の
起
句
・
承
句
は
五
叔
と
の
別
れ

を
描
く
が
、
転
句
・
結
句
は
綦
毋
潜
へ
の
思
い
を
伝
え
て
い
る
。「
黃
山
」
は
漢
の
武
帝
が

開
い
た
大
動
植
物
園
・
上
林
苑
内
に
あ
っ
た）

（1
（

。「
黃
山
」
が
語
彙
と
し
て
選
ば
れ
た
理
由
は

わ
か
ら
な
い
が
、
黄
山
へ
の
道
は
長
安
へ
の
道
を
言
う
。「
所
思
」
は
綦
毋
潜
で
あ
り
、
結

句
に
は
李
頎
が
彼
と
会
う
す
べ
の
な
い
切
な
さ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

第
二
首
の
起
句
、「
吏
部
」
で
の
「
拜
官
」
は
五
叔
と
綦
毋
潜
の
両
者
に
つ
い
て
言
う
と

考
え
ら
れ
る
が
、
承
句
以
下
は
綦
毋
潜
へ
寄
せ
た
言
葉
で
あ
る
。「
西
城
」
に
は
西
方
の
町
、

町
の
西
の
両
義
が
あ
る
が
、
こ
こ
は
、
李
頎
の
居
所
で
あ
る
河
南
府
潁
陽
県（
河
南
省
登
封

県
西
、
前
稿（
一
）参
照
）か
ら
見
て
西
の
町
、
長
安
を
指
す
。
転
句
は
李
頎
が
綦
毋
潜
に
対

し
て
毎
年
毎
年
春
の
草
の
色
の
様
子
を
手
紙
に
書
く
か
ら
ね
、
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
。

結
句
の
「
玉
女
祠
」
は
、
漢
代
に
長
安
の
西
南
の
鄠
県（
陝
西
省
戸
県
）に
あ
っ
た
祠
廟
、
あ

る
い
は
唐
代
に
華
山
の
玉
女
峰
に
あ
っ
た
祠
廟）

（（
（

。
い
ず
れ
に
せ
よ
二
人
の
再
会
に
「
玉
女
」、

美
し
い
「
女
性
」
は
必
要
な
い（「
玉
女
祠
」
は
長
安
の
狭
斜
を
象
徴
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
）、

男
同
士
二
人
だ
け
で
の
再
会
を
願
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
そ
の
内
容
は
、
五
叔
を
送
別
す
る
作
品
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
重
心
は
綦

毋
潜
に
寄
せ
る
言
葉
に
置
か
れ
て
お
り
、
五
叔
つ
ま
り
親
族
で
あ
る
た
め
に
気
を
遣
わ
な
く

て
よ
い
と
い
う
事
情
、
絶
句
で
あ
り
五
叔
に
つ
い
て
言
葉
を
多
く
費
や
せ
な
い
と
い
う
理
由

が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
や
は
り
李
頎
の
綦
毋
潜
に
対
す
る
浅
く
は
な
い
思
い
を
見
て
取
る
こ
と

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
そ
の
綦
毋
潜
の
姿
を
李
頎
は
ど
の
よ
う
に
描
い
た
か
を
確
認
し
て
み
る
。「
送
綦
毋

三
謁
房
給
事
」
を
掲
げ
る
。

01
夫
子
大
名
下　
　

夫
子　

大
名
の
下 

02
家
無
鍾
石
儲　
　

家
に
は
鍾
石
の
儲
た
く
わ
え無
し 

03
惜
哉
湖
海
上　
　

惜
し
い
哉　

湖
海
の
上
に
あ
り

04
曾
校
蓬
萊
書　
　

曽
て
は
蓬
萊
の
書
を
校
す

05
外
物
非
本
意　
　

外
物
は
本
意
に
非
ず

06
此
生
空
澹
如　
　

此
の
生　

空た

だ
澹
如
た
り

07
所
思
但
乘
興　
　

思
う
所
は
但
だ
興
に
乗
り

08
遠
適
唯
單
車　
　

遠
く
適
く
に　

唯
だ
単
車
の
み

09
高
道
時
坎
坷　
　

高
道
は
時
に
坎
坷
た
り

10
故
交
願
吹
噓　
　

故
交
は
吹
嘘
を
願
う

11
徒
言
青
瑣
闥　
　

徒
い
た
ず
らに

青
瑣
の
闥
を
言
い

12
不
愛
承
明
廬　
　

承
明
の
廬
を
愛お
し

ま
ず

13
百
里
人
戸
滿　
　

百
里
に
人
戸
満
ち

14
片
言
爭
訟
疏　
　

片
言
に
争
訟
疏ま
ば

ら
な
り

15
手
持
蓮
花
經　
　

手
に
は
蓮
花
の
経
を
持
ち

16
目
送
飛
鳥
餘　
　

目
に
は
飛
鳥
の
余
を
送
る

17
晩
景
南
路
別　
　

晩
景　

南
路
の
別
れ

18
炎
雲
中
伏
初　
　

炎
雲　

中
伏
の
初
め

19
此
行
儻
不
遂　
　

此
の
行　

儻も

し
遂
げ
ざ
ら
ば

20
歸
食
蘆
洲
魚　
　

帰
り
て
蘆
洲
の
魚
を
食
ら
え

詩
題
の
「
房
給
事
」
は
杜
甫
と
も
関
係
が
あ
っ
た
房
琯
。
恩
蔭
を
以
て
入
仕
し
、
開
元

十
二
年
に
秘
書
省
校
書
郎
、
二
十
二
年
に
監
察
御
史
、
途
中
左
遷
を
経
て
、
天
宝
元
年
に

主
客
員
外
郎
、
三
載
に
試
主
客
郎
中
。
五
載
に
給
事
中
に
抜
擢
さ
れ
る
も
、
李
林
甫
に
構
え

ら
れ
た
李
適
之
・
韋
堅
と
交
遊
が
あ
っ
た
た
め
、
翌
六
載）

（1
（

、
宜
春（
袁
州
）太
守（
治
宜
春
県
、
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江
西
省
宜
春
市
）に
左
遷
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
地
位
を
回
復
し
、
琅
邪（
沂
州
、
治
臨
沂
県
、

山
東
省
臨
沂
県
）、
鄴
郡（
相
州
、
治
安
陽
県
、
河
南
省
安
陽
市
）、
扶
風
の
三
太
守
を
歴
任

し
、
十
四
載
に
憲
部
侍
郎
と
な
る
。
十
五
載
、
安
史
の
乱
の
時
に
玄
宗
の
都
落
ち
に
駆
け
つ

け
、
文
部
尚
書
、
同
中
書
門
下
平
章
事
と
な
る
。

詩
題
が
房
琯
を
「
給
事
」
と
称
す
る
こ
と
か
ら
、
本
詩
は
天
宝
五
載
以
降
の
作
品
で
あ
る

こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
な
お
本
詩
を
天
宝
五
載
、
六
載
に
繋
年
す
る
説
も
あ
る
が）

（1
（

、
確
定
は

で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
第
一
・
二
句
は
、
綦
毋
潜
が
天
下
に
そ
の
大
い
な
る
名
声
が
知
ら
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
家
に
は
少
し
の
蓄
え
も
な
く
貧
窮
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
。
こ
の
第
二

句
の
貧
窮
に
係
る
描
写
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
信
一
郎
氏
の
次
の
指
摘
が
参
考
と
な
ろ

う）
（1
（

。
渡
辺
氏
は
「
士
大
夫
層
の
生
活
を
律
し
て
ゆ
く
最
も
重
要
な
生
活
理
念
」
と
し
て
「
清
」

を
位
置
づ
け
、
そ
の
具
体
的
行
動
と
し
て
「（
一
）俸
禄
・
賞
賜
の
散
施
、（
二
）産
業
を
経
営

し
な
い
こ
と
―
〝
不
営
産
業
〟、（
三
）家
に
余
財
の
な
い
こ
と
―
〝
家
無
余
財
〟」
の
三
形
態

を
挙
げ
、「
清
と
は
、
俸
禄
・
賞
賜
を
宗
族
・
旧
故
に
散
施
し
、
産
業
を
経
営
せ
ず
、
家
に

余
計
な
財
を
蓄
え
ず
、
貧
素
な
生
活
を
旨
と
す
る
こ
と
と
規
定
し
て
差
し
つ
か
え
な
い
ほ
ど

で
あ
る
」
と
す
る
。
ま
た
「
六
朝
隋
唐
期
に
わ
た
っ
て
こ
れ
ら
の
事
例
は
広
汎
に
散
見
す
る
」

と
述
べ
、併
せ
て
こ
の「
清
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
八
、九
世
紀
を
境
に
急
速
に
衰
退
し
て
ゆ
く
」

と
論
ず
る
。
本
詩
に
描
か
れ
た
綦
毋
潜
の
貧
窮
は
渡
辺
氏
が
指
摘
す
る
士
大
夫
の
生
活
規
範

で
あ
る
「
清
」
の
具
体
的
生
態
に
照
ら
す
な
ら
ば
、（
三
）に
相
当
す
る（
も
ち
ろ
ん
そ
の
背

景
と
し
て（
一
）（
二
）が
想
定
さ
れ
る
）。
こ
の
視
点
か
ら
第
二
句
を
読
む
な
ら
ば
、
こ
の
句

は
、
綦
毋
潜
が
第
四
句
に
描
く
秘
書
省
校
書
郎
と
い
う
中
央
政
府
の
キ
ャ
リ
ア
を
持
ち
な
が

ら
も
、
余
財
を
持
た
な
い
清
貧
の
生
活
を
し
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
称
賛
と
解
せ
よ
う
。
実

際
に
は
秘
書
省
校
書
郎
を
務
め
た
キ
ャ
リ
ア
か
ら
考
え
る
と
、
貧
窮
の
生
活
を
お
く
っ
て
い

た
と
は
思
わ
れ
な
い
が
、
以
下
の
詩
句
か
ら
判
明
す
る
よ
う
に
、
こ
の
時
綦
毋
潜
は
官
職
に

就
い
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、無
禄
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、そ
の
現
況
の
描
写
が
「
家

無
余
財
」
と
い
う
「
清
」
の
規
範
と
重
ね
ら
れ
た
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

前
稿（
一
）で
紹
介
し
た
よ
う
に
李
頎
の
生
卒
年
が
六
九
〇
年（
天
授
元
年
）か
ら
七
五
一
年

（
天
宝
十
載
）前
後
、
綦
毋
潜
が
六
九
二
年（
如
意
元
年
）の
生
ま
れ）

（1
（

だ
と
す
れ
ば
、
李
頎
と
綦

毋
潜
は
渡
辺
氏
が
指
摘
す
る
「
清
」
の
規
範
が
衰
退
し
て
ゆ
く
境
に
生
き
た
こ
と
に
な
る
が
、

そ
の
時
期
は
ま
だ
「
清
」
の
規
範
が
消
滅
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
士
人
達
に
は
共
有
さ
れ
て

お
り
、
ま
た
却
っ
て
衰
退
の
過
程
を
た
ど
っ
て
い
る
が
ゆ
え
に
い
っ
そ
う
伝
統
的
、
理
想
的

士
人
像
が
重
要
視
さ
れ
、
第
二
句
の
描
写
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
こ
こ
で
前
稿（
四
）に
お
い
て
、
論
者
は
、
李
頎
が
高
適
に
贈
っ
た
「
贈
別
高

三
十
五
」（
巻
一
三
二
）冒
頭
二
句
「
五
十
無
産
業
、心
輕
百
萬
資
。（
五
十
に
し
て
産
業
無
く
、

心
は
百
万
の
資
を
軽
ん
ず
。）」
に
つ
い
て
、
そ
の
上
句
が
相
手
に
と
っ
て
不
快
で
あ
る
、
触

れ
て
欲
し
く
な
い
と
思
わ
れ
る
経
歴
を
歌
っ
て
い
る
と
述
べ
た
が
、
渡
辺
氏
の
指
摘
に
従
う

な
ら
ば
、上
句
の
描
写
は
「
清
」
の（
二
）「
不
営
産
業
」
に
相
当
し
、さ
ら
に
下
句
も（
三
）「
家

無
余
財
」
を
別
の
側
面
か
ら
描
写
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
て
み
る
と
、
前
稿
の
論
者
の

主
張
と
は
違
っ
て
、
こ
の
二
句
は
高
適
に
対
す
る
称
賛
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
唐
詩
に
描
か

れ
る
士
人
の
貧
窮
に
つ
い
て
は
更
な
る
考
察
が
俟
た
れ
よ
う
。

第
三
句
・
四
句
は
、す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
か
つ
て
綦
毋
潜
が
秘
書
省
校
書
郎）

（1
（

の
任
に
あ
っ

た
こ
と
と
、
現
在
は
無
官
で
あ
る
こ
と
を
言
う
。
上
句
の
「
惜
哉
」
は
、
綦
毋
潜
の
キ
ャ
リ

ア
に
鑑
み
た
場
合
、
内
実
の
あ
る
表
白
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
に
八
儁（
宰

相
に
い
た
る
最
も
典
型
的
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
）が
あ
り
、
そ
れ
は
、
進
士
科
の
試
験
に
及
第

→
秘
書
省
校
書
郎（
正
九
品
上
）→
畿
県
の
尉（
正
九
品
下
）→
御
史
台
の
監
察
御
史（
正
八
品

上
）→
中
書
省
か
門
下
省
の
拾
遺（
従
八
品
上
）→
尚
書
省
の
員
外
郎（
従
六
品
上
）→
中
書
舎

人（
正
五
品
上
）→
中
書
侍
郎（
正
四
品
上
）→
た
だ
ち
に
宰
相
、
で
あ
っ
た）

（1
（

。
綦
毋
潜
の
進
士

及
第
後
の
初
任
官
で
あ
る
宜
寿
県（
＝

厔
県
）尉
は
畿
県
の
尉
で
あ
り）

（1
（

、
次
い
で
秘
書
省
校

書
郎
に
進
ん
だ
の
で
あ
る
か
ら
、
右
の
八
儁
と
類
似
の
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
を
綦
毋
潜
は
歩
ん

で
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
王
維
「
送
綦
毋
祕
書
棄
官
還
江
東
」（
卷
一
二
五
）か
ら
判
明

す
る
よ
う
に
、
綦
毋
潜
は
校
書
郎
の
官
を
棄
て
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
棄
官
は
既
述
の
房
琯

の
左
遷
と
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る）

（1
（

。

第
五
・
六
句
は
、
上
句
の
「
外
物
」
と
は
自
己
の
心
身
の
外
に
あ
る
も
の
、
富
貴
、
巧
妙
、

名
利
な
ど
の
こ
と
。
下
句
の
「
此
生
」
は
綦
毋
潜
の
人
生
の
意
味
と
解
す
。
二
句
は
辞
任
後

無
官
の
綦
毋
潜
の
無
欲
恬
淡
な
心
的
態
度
を
表
現
し
て
い
る
。
た
だ
論
者
は
実
際
に
は
綦
毋

潜
が
官
を
棄
て
る
こ
と
と
な
り
、
大
切
な
も
の
を
失
っ
て
茫
然
自
失
、
世
俗
的
栄
達
な
ど
考

え
た
く
も
な
く
、
心
が
か
ら
っ
ぽ
の
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
を
暗
に
表
現
し
て
い
る
と
推
測
す

る
。
も
し
房
琯
の
左
遷
、
つ
ま
り
李
林
甫
と
李
適
之
・
韋
堅
と
の
権
力
闘
争
に
巻
き
込
ま
れ

て
官
を
辞
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
に
乗
っ
て
い
た
だ
け
に
、

そ
の
無
念
や
失
意
が
大
き
か
っ
た
こ
と
想
像
に
難
く
な
い
。

第
七
・
八
句
は
、
上
の
二
句
の
よ
う
な
精
神
状
態
に
あ
っ
て
「
所
思
」（
こ
こ
は
綦
毋
潜
が

心
に
思
っ
て
い
る
こ
と
）は
、ひ
た
す
ら
興
趣
に
任
せ
て
単
独
で（
士
人
を
友
と
し
て
連
れ
ず
）
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李頎の士人描写詩について・補論

車
に
乗
っ
て
遠
出
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
上
の
二
句
の
綦
毋
潜
の
心
情
の
読
み
が
妥
当
で
あ

る
な
ら
ば
、
こ
の
二
句
も
、
実
際
に
は
政
争
の
犠
牲
者
と
し
て
い
わ
ば
人
間
不
信
に
陥
っ
た

人
物
が
そ
の
心
の
傷
を
癒
や
す
た
め
の
自
セ
ル
フ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ヨ
ン

己
治
療
を
描
い
て
い
る
と
読
め
る
の
で
は
な
い
か
。

第
九
句
は
、
綦
毋
潜
が
高
い
節
操
を
持
つ
も
の
の
、
巡
り
合
わ
せ
が
悪
く
不
遇
で
あ
る
こ

と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
が
、
同
時
に
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス（
高
い
道
）は
時
と
し
て
落
と
し
穴
が

あ
る
と
い
う
綦
毋
潜
の
経
歴
に
即
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
第
十
句
は
、
陥
穽
に
落
ち
た
綦
毋

潜
に
房
琯
が
救
い
の
手
を
差
し
出
し
た
こ
と
を
言
う
が
、
実
際
に
は
綦
毋
潜
か
ら
房
琯
を

頼
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
房
琯
は
こ
の
時
、
宜
春
、
琅
邪
、
鄴
郡
、
扶
風
の
い
ず
れ
か
の
太
守

に
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
ま
た
房
琯
を
「
故
交
」
と
称
す
る
こ
と
か
ら
、
綦
毋
潜
は
房
琯

に
近
く
、
そ
の
点
か
ら
も
彼
の
「
棄
官
」
は
房
琯
の
左
遷
と
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
十
一
・
十
二
句
は
、
上
句
は
、
綦
毋
潜
が
扉
に
く
さ
り
が
た
の
彫
刻
を
施
し
た
青
い
漆

塗
り
の
天
子
の
宮
門
な
ど
言
う
に
足
り
な
い
こ
と
と
考
え
て
い
る
、下
句
は
、綦
毋
潜
が
「
承

明
廬
」
に
入
り
官
吏
に
な
る
こ
と
を
大
切
だ
と
思
っ
て
い
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
こ

の
二
句
は
、
綦
毋
潜
が
朝
廷（
中
央
政
府
）の
官
吏
と
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い
な
い
こ
と
を
言

う
。
実
際
に
権
力
闘
争
の
犠
牲
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
綦
毋
潜
に
と
っ
て
、
権
謀
術
数
渦
巻
く

中
央
政
府
の
官
僚
は
懲
り
懲
り
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
を
李
頎
に
表
白
し
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。
な
お
「
承
明
廬
」
は
、
漢
代
、
石
渠
閣
の
外
に
あ
っ
た
侍
臣
の
宿
直
所（
廬
）。
そ

こ
か
ら
、承
明
廬
に
入
る
こ
と
が
朝
廷
の
官
吏
と
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。ま
た
、應
璩「
百
一

詩
」「
問
我
何
功
德
、
三
入
承
明
廬
。」
張
銑
注
「
承
明
、
謁
天
子
待
制
處
也
。」（『
六
臣
注

文
選
』
卷
二
一
）と
あ
る
こ
と
か
ら
、
下
句
に
は
綦
毋
潜
の
集
賢
院
待
制
の
事
跡
が
踏
ま
え

ら
れ
て
い
る
。

第
十
三
・
十
四
句
は
、
上
句
が
、
綦
毋
潜
が
「
百
里
」
つ
ま
り
県）

11
（

の
官
僚
を
務
め
て
い
た
時
、

善
政
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
民
の
家
が
満
ち
て
い
る
、
つ
ま
り
逃
戸
が
な
か
っ
た
こ
と
を
言

う
。
下
句
は
、
訴
訟
も
綦
毋
潜
の
「
片
言
折
獄（
一
方
の
言
い
分
を
聞
い
た
だ
け
で
正
し
い

判
決
を
下
す
）」）

1（
（

に
よ
っ
て
す
ぐ
に
解
決
さ
れ
、民
衆
の
間
に
裁
判
沙
汰
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
こ
と
を
言
う
。

第
十
五
・
十
六
句
は
、
綦
毋
潜
が
法
華
経
を
手
に
持
ち
、
飛
び
行
く
鳥
を
最
後
ま
で
目
で

追
う
様
子
を
描
く
。
総
じ
て
、
両
句
と
も
綦
毋
潜
が
県
の
長
官
と
し
て
肩
を
は
ら
ず
、
泰
然

自
若
た
る
態
度
で
あ
っ
た
こ
と
を
描
い
て
い
よ
う
。

上
記
四
句
は
判
明
し
て
い
る
限
り
で
は
綦
毋
潜
が
進
士
及
第
後
に
就
い
た
宜
寿
県
尉
の
経

歴
に
基
づ
い
て
描
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
四
句
は
、
旅
立
つ
綦
毋
潜
に
対
す

る
称
賛
で
あ
る
と
と
も
に
、
も
う
ひ
と
つ
の
意
図
と
し
て
、
綦
毋
潜
の
官
僚
と
し
て
の
有
能

さ
と
人
格
の
高
潔
さ
と
を
、
房
琯
に
対
し
て
強
調
し
推
薦
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
考
え
て
よ

い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
こ
の
四
句
は
、
房
琯
が
綦
毋
潜
を
僚
佐
に
任
じ
た
な
ら
ば
、
立
派
に
そ

の
職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と
い
う
意
味
を
帯
び
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

末
四
句
は
別
れ
の
場
の
光
景
を
描
き
、
房
琯
へ
の
拝
謁
の
結
果
が
思
わ
し
く
な
け
れ
ば
隠

棲
せ
よ
と
勧
め
て
い
る
。

総
じ
て
こ
の
詩
は
、
冒
頭
四
句
で
綦
毋
潜
の
人
格
と
称
賛
す
べ
き
キ
ャ
リ
ア
、
次
の
四
句

で
綦
毋
潜
の
現
在
の
心
情
と
生
活
、
続
く
四
句
で
房
琯
の
推
挙
と
綦
毋
潜
の
中
央
政
界
に
対

す
る
身
構
え
、
次
の
四
句
で
綦
毋
潜
の
官
僚
と
し
て
の
才
能
と
心
態
、
末
四
句
で
別
れ
の
情

景
と
贈
る
言
葉
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

前
稿（
三
）（
四
）で
紹
介
し
た
よ
う
な
士
人
の
生
態
に
係
る
お
も
し
ろ
い

0

0

0

0

0

描
写
は
さ
ほ
ど

見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
綦
毋
潜
と
深
い
感
情
で
繋
が
る
李
頎
が
、
思
慮
を
尽
く
し
て
丁

寧
に
友
を
い
た
わ
り
、
称
賛
し
、
ま
た
推
薦
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
最
後
の
綦
毋
潜
へ

の
隠
棲
の
勧
め
は
、
房
琯
に
対
し
て
こ
の
よ
う
な
有
能
な
人
格
者
を
野
に
埋
も
れ
さ
せ
て
は

い
け
な
い
と
い
う
懇
願
と
も
読
め
よ
う
。

続
い
て
「
寄
綦
毋
三
」
を
掲
げ
る
。

01
新
加
大
邑
綬
仍
黃　
　

新
た
に
大
邑
を
加
え
ら
る
る
も　

綬
は
仍な

お
黄
な
り

02
近
與
單
車
去
洛
陽　
　

近
く
単
車
を
与も
つ

て
洛
陽
を
去
る

03
顧
眄
一
過
丞
相
府　
　

顧
眄　

一
た
び
過よ

ぎ
る　

丞
相
の
府

04
風
流
三
接
令
公
香　
　

風
流　

三
た
び
接
す　

令
公
の
香

05
南
川
稉
稻
花
侵
縣　
　

南
川
の
稉
稲　

花
は
県
を
侵
し

06
西
嶺
雲
霞
色
滿
堂　
　

西
嶺
の
雲
霞　

色
は
堂
に
満
つ

07
共
道
進
賢
蒙
上
賞　
　

共
に
道し

る　

賢
を
進
め
ば
上
賞
を
蒙
る
と

08
看
君
幾
歳
作
臺
郎　
　

看
る　

君
の
幾
歳
に
し
て
台
郎
と
作な

る
を

第
一
句
の
「
綬
仍
黃
」
は
、「
綬
」
は
官
職
を
表
わ
す
印
を
帯
び
る
ひ
も
で
、
そ
の
色
が

黄
色
の
場
合
、
県
の
丞
や
尉
な
ど
の
官
位
の
低
い
こ
と
を
示
す）

11
（

。
綦
毋
潜
の
任
官
を
こ
の
よ

う
に
表
現
す
る
の
は
士
人
の
キ
ャ
リ
ア
描
写
を
得
意
と
す
る
李
頎
ら
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

と
も
あ
れ
こ
の
作
品
は
、
綦
毋
潜
が
科
挙
及
第
後
、
宜
寿
県
尉
へ
の
就
任
が
決
ま
っ
た
時
の

も
の
と
見
做
し
て
間
違
い
な
い）

11
（

。
し
て
み
る
と
李
頎
は
綦
毋
潜
と
は
、
遅
く
と
も
綦
毋
潜
の

キ
ャ
リ
ア
が
始
ま
る
頃
か
ら
の
つ
き
あ
い
で
あ
り
、
ま
た
二
人
の
生
年
が
既
述
の
通
り
数
年

違
い
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
論
者
が
上
述
し
た
両
者
の
深
い
友
情
は
こ
の
よ
う
な
背
景
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を
基
底
と
す
る
の
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
李
頎
の
科
挙
及
第
に
つ
い
て
は
、
傅
璇
琮
・
譚
優
学

氏
の
開
元
二
十
三
年
説
が『
唐
才
子
傳
』卷
二
・
李
頎「
開
元
二
十
三
年
賈
季
鄰
榜
進
士
及
第
。」

を
根
拠
と
し
て
お
り
、
有
力
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
劉
宝
和
氏
は
、『
唐
詩
品
彙
』「
詩
人

爵
里
詳
節
」
が
「
開
元
十
三
年
賈
季
鄰
榜
進
士
」
と
す
る
こ
と
、
開
元
十
三
年
前
後
に
及
第

し
た
王
維（
九
年
及
第
）、
崔
顥（
十
年
）、
綦
毋
潜（
十
四
年
）、
王
昌
齢（
十
五
年
）、
盧
象（
十

年
前
後
）が
李
頎
と
交
遊
を
持
つ
の
に
対
し
て
、
二
二
、三
年
及
第
の
士
人
に
李
頎
と
交
遊

を
持
つ
も
の
が
い
な
い
こ
と
を
主
な
論
拠
と
し
て
、
開
元
十
三
年
及
第
説
を
提
示
し
て
い
る）

11
（

。

両
説
の
検
討
は
本
論
で
は
行
な
わ
な
い
が
、
傅
氏
・
譚
氏
の
説
は
根
拠
が
極
め
て
堅
固
で
あ

る
。
た
だ
一
方
で
、
李
頎
と
綦
毋
潜
と
の
友
情
か
ら
推
測
す
る
と
科
挙
及
第
の
時
期
も
さ
ほ

ど
離
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
、
こ
の
点
か
ら
劉
氏
の
開
元
十
三
年

説
も
魅
力
が
あ
り
、
検
討
の
余
地
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

続
く
二
句
は
、
上
句
は
、
綦
毋
潜
が
堂
々
と
あ
た
り
を
見
回
し
、
ひ
と
た
び
宰
相
の
役
所

を
訪
ね
た
こ
と
を
描
く
。
下
句
は
、
綦
毋
潜
が
宰
相
の
恩
寵
を
受
け
、
日
中
に
三
度
も
そ
の

香
に
接
す
る
謁
見
が
か
な
っ
た
こ
と
を
言
う）

11
（

。
こ
の
二
句
、
綦
毋
潜
の
得
意
を
う
ま
く
伝
え

て
い
る
。

第
五
・
六
句
は
、
綦
毋
潜
の
任
地
で
あ
る
宜
寿
県
の
描
写
と
解
す
。
末
二
句
は
、
賢
能
の

士
を
推
薦
す
れ
ば
皇
帝
よ
り
最
高
の
お
褒
め
を
頂
戴
す
る
と
い
う
慣
習
の
も
と
綦
毋
潜
を
推

薦
す
る
士
人
が
い
て
、
綦
毋
潜
が
数
年
の
う
ち
に
「
臺
郎
」（
尚
書
郎）

11
（

。
こ
こ
で
は
宰
相
を

言
う
の
で
あ
ろ
う
）に
昇
る
と
激
励
す
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
詩
の
第
二
句
に
「
單
車
」
と
い
う
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
句
は
、
エ

リ
ー
ト
コ
ー
ス
を
歩
み
出
し
た
綦
毋
潜
が
官
僚
と
な
っ
た
証
し
と
し
て
馬
車
に
乗
っ
て
赴
任

す
る
と
い
う
颯
爽
と
し
た
描
写
で
あ
る
。
一
方
、上
掲
の「
送
綦
毋
三
」詩
の
第
八
句
に
も「
單

車
」
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、こ
こ
で
は
綦
毋
潜
は
孤
独
、失
意
の
人
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

李
頎
詩
に
お
け
る
「
單
車
」
の
用
例
は
綦
毋
潜
に
贈
っ
た
詩
の
二
例
の
み
で
あ
る
こ
と
を
考

慮
す
る
と
、
李
頎
は
前
者
を
意
識
し
て
後
者
に
お
い
て
意
図
的
に
「
單
車
」
を
用
い
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
李
頎
詩
に
あ
っ
て
、「
單
車
」
が
綦
毋
潜
を
象
徴
す
る
記
号
と
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
單
車
」
＝
綦
毋
潜
と
い
う
関
係
性
が
保
持
さ
れ
て
い
る
以
上
、

得
意
で
あ
れ
失
意
で
あ
れ
、
綦
毋
潜
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
は
揺
る
が
ず
、
綦
毋
潜
の
存

在
を
保
証
す
る
と
い
う
意
図
が
あ
る
の
だ
と
論
者
は
考
え
る
。
平
た
く
言
え
ば
、「
送
綦
毋

三
」
詩
に
あ
っ
て
「
單
車
」
が
再
び
用
い
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
状
況
は
変
化
し
て
も
、
あ

の
時
の
「
単
車
の
綦
毋
潜
」
は
揺
る
ぎ
な
く
存
在
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
慰
め
や
励
ま
し
が

示
さ
れ
て
い
る
。「
送
綦
毋
三
」
詩
の
「
單
車
」
は
深
い
友
情
に
結
ば
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ

理
解
で
き
る
言
葉
、
二
人
に
し
か
わ
か
ら
な
い
暗
号
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か（
な
お
綦
毋
潜
詩
に
は
「
單
車
」
の
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
）。

さ
て
「
寄
綦
毋
三
」
は
進
士
に
及
第
し
畿
県
の
尉
を
得
て
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
を
歩
み
始
め

た
綦
毋
潜
に
対
す
る
李
頎
の
言
祝
ぎ
と
な
っ
て
い
る
。
既
述
の
通
り
綦
毋
潜
は
次
に
秘
書
省

校
書
郎
と
な
っ
た
よ
う
に
、
そ
の
官
途
は
順
調
で
あ
っ
た
。
李
頎
は
そ
の
得
意
と
後
の
蹉
跌

を
よ
く
知
る
か
ら
こ
そ
、「
送
綦
毋
三
」
詩
に
お
い
て
綴
ら
れ
た
詩
句
は
綦
毋
潜
に
対
す
る

称
賛
、
激
励
、
配
慮
に
満
ち
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
同
時
に
綦
毋
潜
の
癒
や
し
と
な
っ

て
い
た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
稿（
三
）（
四
）で
紹
介

し
た
士
人
の
お
も
し
ろ
い

0

0

0

0

0

生
態
描
写
は
減
殺
さ
れ
た
の
だ
と
言
え
る
。

以
上
、
前
稿
で
は
紹
介
で
き
な
か
っ
た
、
李
頎
と
厚
い
友
情
に
結
ば
れ
た
士
人
を
描
写
し

た
作
品
を
一
瞥
し
た
。

（
二
）

本
節
で
は
、
李
頎
の
士
人
描
写
詩
と
し
て
評
価
が
高
い
「
送
陳
章
甫
」（
卷
一
三
三
）の
解

読
を
試
み
る）

11
（

。

陳
章
甫
は
、
江
陵（
荊
州
治
江
陵
県
、
湖
北
省
江
陵
県
）の
人
。
嵩
山
に
二
十
余
年
隠
棲
し

て
学
問
を
積
み
、
開
元
中
に
制
科
に
及
第
し
、
太
常
博
士（
従
七
品
上
）と
な
っ
た
。
ま
た
天

宝
九
載
に
毫
州（
治
譙
県
、
安
徽
省
毫
県
）の
糾
曹（
録
事
参
軍
事
）で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
る）

11
（

。『
全
唐
文
』（
卷
三
七
三
）に
文
三
篇
が
伝
わ
る
。
こ
れ
以
外
の
事
跡
は
よ
く
わ
か

ら
な
い
。

陳
章
甫
に
係
る
詩
歌
は
、
本
人
の
も
の
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
李
頎
に
以
下
に
紹
介
す
る
二

首
、
高
適
に
二
首
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
ま
ず
李
頎
と
交
遊
が
あ
っ
た
高
適
の
二
首（
李
頎

が
高
適
に
贈
っ
た
作
品
に
つ
い
て
は
前
稿（
四
）参
照
）は
、「
同
羣
公
宿
開
善
寺
贈
陳
十
六
所

居
」「
同
觀
陳
十
六
史
興
碑
并
序
」（
卷
二
一
二
）で
あ
る
。
前
者
の
開
善
寺
は
洛
陽
に
あ
っ
た
。

ま
た
李
頎
の「
宴
陳
十
六
樓（
樓
枕
金
谷
）」（
卷
一
三
四
）「
西
樓
對
金
谷
、此
地
古
人
心
。（
西

楼
は
金
谷
に
対む
か

い
、
此
の
地
は
古
人
の
心
な
り
。）」
か
ら
陳
章
甫
の
居
所
は
金
谷
に
向
か
い

あ
っ
て
お
り
、
そ
の
金
谷
は
開
善
寺
に
近
か
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る）

11
（

。

高
適
の
二
首
の
詩
の
繋
年
は
、
諸
説
分
か
れ
る
。
孫
欽
善
氏
は
、
天
宝
四
載
に
高
適
が
李

白
ら
と
洛
陽
に
遊
ん
だ
時
の
作
と
す
る
。
一
方
で
、
周
勛
初
氏
・
劉
開
揚
氏
は
、
彭
蘭
氏
の

説
を
襲
い
、
乾
元
元
年（
七
五
八
）、
高
適
が
太
子
少
詹
事
で
あ
っ
た
時
の
作
と
す
る）

11
（

。
も
し

孫
氏
の
説
に
従
い
、
か
つ
李
頎（
李
頎
の
卒
年
は
早
い
も
の
で
天
宝
八
載
。
前
稿（
一
）参
照
）



― 6 ―

李頎の士人描写詩について・補論

の
「
宴
陳
十
六
樓
」
が
同
時
の
作
で
あ
れ
ば
、
李
白
、
高
適
、
李
頎
が
顔
を
合
わ
せ
た
可
能

性
も
あ
り
、
盛
唐
士
人
の
交
遊
を
考
え
る
上
で
重
要
な
資
料
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
高
適
の
「
同
觀
陳
十
六
史
興
碑
」
の
序
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

楚
人
陳
章
甫
、
繼
毛
詩
而
作
史
興
碑
。
遠
自
周
末
、
迨
乎
隋
季
、
善
惡
不
隱
、
蓋
國
風

之
流
。
未
藏
名
山
、
刊
在
樂
石
。
僕
美
其
事
、
而
賦
是
詩
焉
。

楚
人
陳
章
甫
、
毛
詩
を
継
い
で
史
興
碑
を
作
る
。
遠
く
は
周
末
自
り
、
隋
季
に
迨
び
、

善
悪
を
隠
さ
ざ
る
は
、
蓋
し
国
風
の
流
な
り
。
未
だ
名
山
に
蔵
さ
ず
、
刊き
ざ

み
て
楽
石
に

在
り
。
僕　

其
の
事
を
美よ
み

し
、
是
の
詩
を
賦
す
。

「
樂
石
」
は
楽
器
に
で
き
る
堅
く
て
優
れ
た
石）

1（
（

。
続
い
て
詩
の
本
文
を
掲
げ
る
。

01
荊
衡
氣
偏
秀　
　

荊
衡　

気　

偏ひ
と

え
に
秀
で  

02
江
漢
流
不
歇　
　

江
漢　

流
れ
て
歇や

ま
ず  

03
此
地
多
精
靈　
　

此
の
地　

精
霊
多
く  

04
有
時
生
才
傑　
　

時
有
り
て　

才
傑
を
生
む  

05
伊
人
今
獨
歩　
　

伊
の
人　

今　

独
歩
し  

06
逸
思
能
間
發　
　

逸
思　

能
く　

間ま

ま
発
す  

07
永
懷
掩
風
騷　
　

永
懐　

風
騷
を
掩
い  

08
千
載
常
矻
矻　
　

千
載　

常
に
矻こ
つ
こ
つ矻

た
り  

09
新
碑
亦
崔
嵬　
　

新
碑　

亦
た
崔
嵬
た
り  

10
佳
句
懸
日
月　
　

佳
句　

日
月
を
懸
く  

11
則
是
刊
石
經　
　

則
ち
是こ
こ

に
石
経
を
刊
み  

12
終
然
繼
檮
杌　
　

終
然　

檮と
う
ご
つ杌

を
継
ぐ  

13
我
來
觀
雅
製　
　

我
れ
来
た
り
て
雅
製
を
観
れ
ば  

14
慷
慨
變
毛
髮　
　

慷
慨
し
て
毛
髪
を
変
ず

15
季
主
盡
荒
淫　
　

季
主
は
荒
淫
を
尽
く
し

16
前
王
徒
貽
厥　
　

前
王
は
貽
厥
を
徒
い
た
ず
らに

す

17
東
周
既
削
弱　
　

東
周
は
既
に
削
弱
さ
れ

18
兩
漢
更
淪
沒　
　

両
漢
は
更
に
淪
沒
す

19
西
晉
何
披
猖　
　

西
晋
は
何
ぞ
披
猖
た
る

20
五
胡
相
唐
突　
　

五
胡
は
相
い
唐
突
す

21
作
歌
乃
彰
善　
　

歌
を
作
り
て
乃
ち
善
を
彰あ
き

ら
か
に
し

22
比
物
仍
惡
訐　
　

物
に
比
し
て
仍し
き
りに

悪
を
訐あ
ば

く

23
感
歎
將
謂
誰　
　

感
歎　

将
に
誰
に
か
謂
わ
ん
や

24
對
之
空
咄
咄　
　

之
れ
に
対
し
て
空
し
く
咄
咄
た
り

第
十
二
句
の
「
檮
杌
」
は
陳
章
甫
の
故
郷
で
あ
る
楚
の
春
秋
時
代
の
歴
史
書
。
一
説
に
は

諸
悪
を
記
し
て
戒
め
と
し
た
の
で
、
伝
説
中
の
凶
悪
獣
で
あ
る
檮
杌
の
名
を
冠
し
た
と
い
う）

11
（

。

「
史
興
碑
」
の
完
成
を
言
祝
ぐ
た
め
の
作
品
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

こ
の
作
品
で
陳
章
補
は
、「
繼
毛
詩
而
作
史
興
碑
。」「
善
惡
不
隱
、
蓋
國
風
之
流
。」
つ
ま
り

美
刺
褒
貶
、
諷
喩
と
い
う
正
統
な
儒
教
の
文
学
思
想
を
継
承
し
よ
う
と
す
る
、「
獨
歩
」
孤

高
で
あ
り
突
出
し
た
才
能
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
と
描
か
れ
て
い
る
。
高
適
も
陳
章
甫
の
こ
の

事
業
に
対
し
て
は
、「
慷
慨
變
毛
髮
」
髪
の
毛
が
白
く
な
る
ほ
ど
の
感
慨
を
持
ち
、「
感
歎
將

謂
誰
、
對
之
空
咄
咄
。」
と
、
そ
の
感
動
を
表
現
す
る
こ
と
の
限
界
を
告
白
し
て
い
る
。

な
お
「
史
興
碑
」
は
逸
し
て
し
ま
い
そ
の
実
態
は
不
明
で
あ
る
が
、
序
の
「
遠
自
周
末
、

迨
乎
隋
季
、
善
惡
不
隱
。」、
詩
の
第
二
一
・
二
二
句
「
作
歌
乃
彰
善
、
比
物
仍
惡
訐
。」
か
ら

憚
る
こ
と
の
な
い
、
か
な
り
直
截
な
記
述
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
そ
の
直
截

性
が
高
適
に
末
二
句
の
よ
う
な
感
慨
、
感
嘆
を
抱
か
せ
た
と
も
思
わ
れ
る
。「
史
興
碑
」
完

成
を
め
ぐ
る
本
作
品
か
ら
は
、
陳
章
甫
が
忌
憚
の
な
い
言
動
を
す
る
人
物
、
い
わ
ば
直
言
直

行
の
士
で
あ
っ
た
こ
と
を
覗
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

次
に
陳
章
甫
の
そ
の
よ
う
な
生
態
を
垣
間
見
る
こ
と
の
で
き
る
挿
話
を
掲
げ
る）

11
（

。

舉
人
應
及
第
者
、
關
檢
無
籍
者
、
不
得
與
第
。
陳
章
甫
制
策
登
科
、
吏
部
放
榜
。
章
甫

上
書
。
昨
見
榜
云
、戸
部
報
無
籍
者
。
昔
傅
説
無
姓
、商
后
置
于
鹽
梅
之
地
、屠
羊
隱
名
、

楚
王
延
以
三
旌
之
位
、
未
聞
徵
籍
也
。
范
雎
改
姓
易
名
爲
張
祿
先
生
、
秦
用
之
霸
。
張

良
爲
韓
報
讐
、
變
姓
名
而
遊
下
邳
、
漢
高
用
之
爲
相
。
則
知
籍
者
、
所
以
計
賦
耳
。
本

防
羣
小
、
不
約
賢
路
。
若
人
有
大
才
、
不
可
以
籍
棄
之
。
苟
無
良
德
、
雖
籍
何
爲
。［
今

員
外
吹
毛
求
瑕
、
務
在
駁
放
、
則
小
人
也
卻
尋
歸
路
、
策
藜
杖
、
著
草
衣
、
田
園
芸
蕪
。

鋤
犁
尚
在
。］
所
司
不
能
奪
、
特
諮
執
政
收
之
。［
天
下
稱
美
焉
。］

挙
人
の
応
に
及
第
す
べ
き
に
、
関
検
し
て
籍
無
き
者
は
、
第
を
与
う
る
を
得
ず
。
陳
章

甫　

制
策
に
登
科
し
、
吏
部　

放
榜
す
。
章
甫　

上
書
す
。
昨　

榜
を
見
る
に
、
戸

部　

籍
無
き
者
を
報
ず
、
と
云
う
。
昔　

傅
説
は
姓
無
く
、
商
后
は
塩
梅
の
地
に
置
き
、

屠
羊
は
名
を
隠
し
、
楚
王
は
延ま
ね

く
に
三
旌
の
位
を
以
て
し
、
未
だ
籍
を
徴
す
る
を
聞
か

ざ
る
な
り
。
范
雎
は
姓
を
改
め
名
を
易
え
て
張
禄
先
生
と
為
り
、
秦
は
之
れ
を
用
い
て

霸
た
り
。
張
良
は
韓
の
為
に
讐
を
報
ぜ
ん
と
、
姓
名
を
変
え
て
下
邳
に
遊
び
、
漢
高
は

之
れ
を
用
い
て
相
と
為
す
。
則
ち
知
る　

籍
な
る
者
は
賦
を
計
る
所ゆ
え
ん以

な
る
の
み
。
本
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よ
り
群
小
を
防
ぐ
も
、
賢
路
を
約つ
づ

め
ず
と
。
若
し
人
に
大
才
有
ら
ば
、
籍
を
以
て
之
れ

を
棄
つ
可
か
ら
ず
。
苟
も
良
徳
無
く
ば
、
籍
あ
り
と
雖
も
何
を
か
為
さ
ん
や
。
今　

員

外
は
毛
を
吹
き
て
瑕
を
求
め
、
務
め
の
放
を
駁
す
る
に
在
ら
ば
、
則
ち
小
人
や
却
っ
て

帰
路
を
尋
ね
、
藜
杖
を
策つ
え

つ
き
、
草
衣
を
き
著
、
田
園
に
蕪
を
芸く
さ
ぎら

ん
。
鋤
犁
は
尚
お

在
り
。
所
司
は
奪
う
こ
と
能
わ
ず
，
特
に
執
政
に
諮
り
て
之
れ
を
収
む
。
天
下
は
こ
れ

を
称
美
す
。

こ
の
時
の
陳
章
甫
の
上
書
は
、『
全
唐
文
』（
卷
三
七
三
）所
収
の
「
與
吏
部
孫
員
外
書
」
に

そ
の
全
文
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
に
は

僕
非
敢
隱
籍
名
實
。
昨
聞
戸
部
檢
報
、
似
有
參
差
。
…
…
若
縁
籍
有
誤
、
蒙
袂
而
歸
。

亦
何
面
目
垂
見
巢
由
舊
邱
。

僕
は
敢
え
て
籍
の
名
実
を
隠
す
に
非
ず
。
昨　

戸
部
の
検
報
を
聞
く
に
、
参
差
有
る
に

似
た
り
。
…
…
若
し
籍
に
誤
り
有
る
に
縁
ら
ば
、
袂
を
蒙こ
う
むり
て
帰
ら
ん
。
亦
た
何
の
面

目
を
か
垂
れ
て
巢
由
の
旧
邱
に
見ま
み

え
ん
や
。

と
あ
り
、
ど
う
や
ら
事
の
発
端
は
、
陳
章
甫
が
制
科
受
験
で
届
け
出
た
籍
貫
に
問
題（
戸
部

は
「
關
檢
無
籍
」
照
合
調
査
の
結
果
、
届
け
出
の
戸
籍
に
該
当
が
な
い
、
虚
偽
少
な
く
と
不

正
確
と
判
定
し
た
の
で
あ
ろ
う
）が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
当
時
、
新
興
の
中
下
級
の
士
人

達
が
実
際
の
生
地
で
は
な
く
一
族
の
郡
望
を
名
乗
る
こ
と
が
習
慣
と
な
っ
て
い
た
こ
と
に
関

係
し
た
事
案
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
新
興
勢
力
の
政
界
進
出
を
止
め
よ
う
と
す
る
門

閥
貴
族
の
牙
城
で
あ
っ
た
吏
部
は
籍
貫
の
正
統
性
、
由
緒
正
し
さ
を
新
興
勢
力
排
除
の
ひ
と

つ
の
手
段
に
し
て
い
た
と
判
断
さ
れ
る
。

陳
章
甫
は
制
科
に
及
第
す
る
も
戸
部
の
戸
籍
調
査
に
お
い
て
失
格
と
な
る
と
こ
ろ
を
抗
議

の
上
書
を
し
て
、
役
所
を
説
き
伏
せ
官
職
を
勝
ち
取
っ
た
。
覚
悟
の
上
書
で
あ
っ
た
と
考
え

て
よ
い
。
世
論
が
そ
れ
を
後
押
し
し
た
こ
と
も
引
用
末
尾
「
天
下
稱
美
焉
」
か
ら
伺
え
る
が
、

そ
れ
は
新
興
の
士
人
層
の
声
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
特
諮
執
政
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
大
臣
あ
る
い
は
宰
相
ク
ラ
ス
ま
で
が
か
か
わ
る
案
件
と
な
り
、
一
大
事
件
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
挿
話
に
は
新
旧
の
勢
力
の
せ
め
ぎ
合
い
と
交
代
の
予
兆
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
、
そ
の
意
味
で
も
興
味
深
い
。

「
與
吏
部
孫
員
外
書
」
を
全
て
解
読
す
る
準
備
は
で
き
て
い
な
い
が
、
上
の
挿
話
に
見
え

る
上
書
文
か
ら
だ
け
で
も
、
故
事
を
交
え
て
理
責
め
す
る
陳
章
甫
の
強
直
、
マ
チ
ズ
モ
な
思

考
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
は
高
適
詩
に
お
い
て
覗
う
こ
と
の
で
き
た
陳
章
補
の
直

言
直
行
の
生
態
と
通
底
し
て
い
る
。

さ
て
、
こ
の
陳
章
甫
を
李
頎
は
ど
の
よ
う
に
描
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
洛
陽
で
の
作
と
考

え
ら
れ
る
「
送
陳
章
甫
」（
卷
一
三
三
）を
掲
げ
る
。『
唐
詩
三
百
首
』
に
採
ら
れ
李
頎
の
諸

作
品
の
中
で
は
比
較
的
著
名
で
あ
る）

11
（

。
な
お
前
出
の
陳
章
甫
「
與
吏
部
孫
員
外
書
」
に
「
但

僕
一
臥
嵩
邱
、
二
十
餘
載
。」
と
あ
り
、「
嵩
邱（
嵩
山
）」
は
李
頎
の
居
住
地
で
あ
る
潁
陽
と

近
い
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
以
前
か
ら
お
互
い
に
そ
の
名
を
聞
い
て
い
た
可
能
性
も
否
定
で

き
な
い
。

01
四
月
南
風
大
麥
黃　
　

四
月　

南
風
ふ
き　

大
麦
黄
な
り

02
棗
花
未
落
桐
陰
長　
　

棗
花　

未
だ
落
ち
ず　

桐
陰
長
し

03
青
山
朝
別
暮
還
見　
　

青
山
は
朝
に
別
れ
て
暮
に
還
た
見
る

04
嘶
馬
出
門
思
舊
鄕　
　

嘶
馬
は
門
を
出
で
て
旧
郷
を
思
う

05
陳
侯
立
身
何
坦
蕩　
　

陳
侯
の
身
を
立
つ
る
は　

何
ぞ
坦
蕩
た
る

06
虯
鬚
虎
眉
仍
大
顙　
　

虯
鬚
と
虎
眉
と
に
仍な

お
大だ
い
そ
う顙

07
腹
中
貯
書
一
萬
卷　
　

腹
中
に
書
を
貯
う
る
こ
と　

一
万
巻

08
不
肯
低
頭
在
草
莽　
　

肯
え
て
頭
を
低た

れ
て
草
莽
に
在
ら
ず

09
東
門
酤
酒
飮
我
曹　
　

東
門
に
酒
を
酤か

い
て
我
が
曹
に
飲
ま
せ

10
心
輕
萬
事
皆
鴻
毛　
　

心
は
万
事
を
軽
ろ
ん
ず
る
こ
と
皆
な
鴻
毛
の
ご
と
し

11
醉
臥
不
知
白
日
暮　
　

酔
い
臥
し
て
は
白
日
の
暮
る
る
を
知
ら
ず

12
有
時
空
望
孤
雲
高　
　

時
有
り
て
空
し
く
孤
雲
の
高
き
を
望
む

13
長
河
浪
頭
連
天
黑　
　

長
河
の
浪
頭
は
天
に
連
な
り
て
黒
く

14
津
口
停
舟
渡
不
得　
　

津
口
の
停
舟
は
渡
る
を
得
ず

15
鄭
國
遊
人
未
及
家　
　

鄭
国
の
遊
人
は
未
だ
家
に
及
ば
ず

16
洛
陽
行
子
空
歎
息　
　

洛
陽
の
行
子
は
空
し
く
歎
息
す

17
聞
道
故
林
相
識
多　
　

聞き
く
な
ら道
く　

故
林
に
は
相
識
多
し
と

18
罷
官
昨
日
今
如
何　
　

官
を
罷や

む
る
は
昨
日　

今
は
如
何

冒
頭
二
句
は
こ
の
送
別
の
季
節
の
情
景
を
描
く
。
続
く
二
句
は
、
別
れ
の
場
か
ら
見
え
る

青
い
山
は
ず
っ
と
存
在
し
て
お
り
朝
に
別
れ
て
も
夕
方
に
は
そ
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
陳
章
甫
を
乗
せ
て
い
な
な
く
馬
は
出
立
し
て
し
ま
う
と
故
郷
を
思
っ
て
歩
み
続
け
、
送

別
す
る
者
は
そ
の
姿
を
も
は
や
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

第
五
句
か
ら
十
二
句
が
陳
章
甫
の
人
物
描
写
と
な
る
。
前
半
四
句
は
外
見
を
中
心
と
し
、

後
半
四
句
は
内
面
に
焦
点
を
当
て
た
描
写
に
な
っ
て
い
る
。

第
五
句
、「
立
身
」
は
人
と
な
り
、
処
世
。「
坦
蕩
」
は
度
量
が
大
き
い
こ
と
と
物
事
に
こ
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だ
わ
り
が
な
く
自
由
気
ま
ま
な
こ
と
を
言
っ
て
い
よ
う
。
第
六
句
は
陳
章
甫
の
容
貌
を
描
く
。

み
づ
ち
の
よ
う
に
長
く
て
巻
い
た
髭
、
虎
の
よ
う
な
長
く
て
立
派
な
鋭
い
眉
毛
、
お
ま
け
に

広
く
て
高
い
ひ
た
い
で
あ
る
と
。
こ
の
容
貌
に
つ
い
て
考
え
る
と
、「
虯
鬚
」
は
、杜
甫
「
八

哀
詩　

贈
太
子
太
師
汝
陽
郡
王
璡
」（
卷
二
二
二
）に「
虯
鬚
似
太
宗
、色
映
塞
外
春
。」と
あ
る
。

「
虎
眉
」
は
『
太
平
御
覽
』
卷
三
六
五
・
人
事
部
六
・
眉
に
「
帝
王
世
紀
曰
、文
王
虎
眉
。」、『
册

府
元
龜
』
卷
四
四
・
帝
王
部
四
四
・
奇
表
に
「
周
文
王
、
龍
顏
、
虎
眉
。
身
長
十
尺
、
胸
有

四
乳
。」
と
あ
る
。「
大
顙
」
は
語
彙
と
し
て
は
珍
し
い
よ
う
だ
が）

11
（

、『
南
齊
書
』
卷
一
・
高

帝
本
紀
上
に
「
太
祖
以
元
嘉
四
年
丁
卯
歳
生
。
姿
表
英
異
、龍
顙
鍾
聲
、鱗
文
遍
體
。」
の
「
龍

顙（
高
く
も
り
あ
が
っ
た
ひ
た
い
）」
と
同
様
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
第
六
句
は
陳
章
甫
の
顔
を

帝
王
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
と
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
『
史
記
』
卷

八
・
高
祖
本
紀
上
に
「
高
祖
爲
人
、
隆
準
而
龍
顏
、
美
須
髯
、
左
股
有
七
十
二
黑
子
。」）

11
（

と

描
か
れ
る
龍
の
よ
う
な
容
貌
で
あ
っ
た
劉
邦
を
強
く
意
識
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
さ

ら
に
は
、
陳
章
甫
に
は
龍
に
加
え
て
「
虎
」
の
イ
メ
ー
ジ
も
加
え
ら
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
こ

わ
い
も
の
な
し
の
容
貌
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

第
七
句
は
陳
章
甫
の
知
識
・
教
養
の
該
博
さ
を
言
う）

11
（

。
第
八
句
は
陳
章
甫
が
頭
を
た
れ
て

野
に
あ
る
べ
き
人
物
で
は
な
い
こ
と
を
言
う
。

第
九
句
以
下
の
四
句
は
、
別
れ
の
場
で
は
な
く
、
陳
章
甫
の
日
頃
の
言
動
に
取
材
さ
れ
た

彼
の
常
態
を
描
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
陳
章
甫
の
豪
快
さ
、
孤
高
さ
を
表
現

し
て
い
る
賛
辞
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
如
上
の
直
言
直
行
、
強
行
な
態
度
が
禍
し
、
門

閥
貴
族
中
心
の
雅
い
じ
わ
るな
官
界
に
お
い
て
周
囲
に
溶
け
込
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
ゆ
え
の
孤
独
、

孤
立
の
精
神
の
表
出
で
は
あ
る
ま
い
か
。
第
九
句
は
、
陳
章
甫
が
日
頃
「
私
た
ち（
李
頎
た

ち
）」
友
人
に
酒
食
を
ご
馳
走
し
て
い
た
こ
と
を
描
い
て
い
る
と
読
み
た
い
。
籍
貫（
家
柄
）

と
い
う
新
興
の
中
下
級
の
士
人
達
の
官
途
に
お
け
る
弱
点
を
克
服
し
て
み
せ
た
点
で
、
陳
章

甫
は
彼
ら
士
人
層
に
一
目
置
か
れ
、
彼
が
催
す
酒
席
に
集
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
そ
れ
が
頻
繁
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
陳
章
甫
を
特
徴
づ
け
る
生
態
と
し
て
詩
句
に
描
か

れ
た
と
考
え
得
る
。
前
掲
の
高
適
詩
や
李
頎
「
宴
陳
十
六
樓
」
か
ら
も
そ
れ
を
覗
い
知
る
こ

と
が
で
き
よ
う）

11
（

。
第
十
句
は
世
事
万
端
に
対
し
て
あ
く
せ
く
せ
ず
泰
然
と
身
構
え
て
い
た
と

い
う
描
写
で
あ
ろ
う
。
次
の
二
句
に
は
、
酒
を
酔
い
つ
ぶ
れ
る
ま
で
飲
み
、
時
に
空
高
く
浮

か
ぶ
一
片
の
雲（
こ
こ
で
は
孤
高
の
象
徴
で
あ
る
）を
眺
め
る
姿
が
点
描
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
官
界
に
お
け
る
孤
立
に
起
因
す
る
様
々
な
憂
愁
を
ぐ
っ
と
胸
に
押
し
込
む
陳
章
甫
の

ダ
お
と
こ
ま
え

ン
デ
ィ
ズ
ム
の
表
現
で
あ
ろ
う
か
。

た
だ
、
憶
測
に
過
ぎ
な
い
が
、
論
者
に
は
、
上
の
八
句
の
陳
章
甫
描
写
が
、
た
ん
な
る
賛

辞
と
は
思
え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
官
界
に
お
い
て
の
み
で
は
な
く
、
新
興
の
士
人
達

と
も
上
手
く
交
際
で
き
な
い
、
居
丈
高
さ
を
観
察
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
第

六
句
に
陳
章
甫
の
容
姿
が
龍
に
加
え
て
虎
と
い
う
皇
帝
に
匹
敵
す
る
イ
メ
ー
ジ
で
描
か
れ
る

の
は
彼
の
尊
大
ゆ
え
の
と
っ
つ
き
に
く
さ
を
表
現
し
て
お
り
、
第
七
句
の
描
写
も
博
学
多
識

を
陳
章
甫
自
ら
誇
示
し
て
い
る
こ
と
に
依
拠
す
る
描
写
で
は
な
か
ろ
う
か
。
第
九
句
も
読
み

よ
う
に
よ
れ
ば
、
陳
章
甫
が
士
人
達
を
半
ば
強
引
に
酒
席
に
誘
っ
た
の
で
あ
り
、
第
十
句
は

全
て
の
こ
と
に
対
し
て
た
か
を
く
く
っ
て
い
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
ふ
う
に
も
読
め
よ
う
。
続
く
二
句
も

周
囲
の
者
た
ち
が
話
し
か
け
る
こ
と
を
拒
絶
す
る
が
如
き
姿
で
あ
る
。

こ
れ
ら
八
句
を
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
読
む
時
、
高
適
詩
か
ら
判
別
で
き
た
陳
章
甫
の
孤

高
と
は
別
種
の
い
わ
ば（
通
俗
的
意
味
と
し
て
の
）唯
我
独
尊
的
な
生
態
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
さ
ら
に
は
、
制
挙
で
の
抗
議
の
上
書
、『
毛
詩
』
の
精
神
を

継
承
し
善
悪
を
包
み
隠
さ
ず
批
判
す
る
史
興
碑
の
作
成
と
い
う
行
動
自
体
に
も
、
陳
章
甫
の

そ
の
よ
う
な
生
態
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

第
十
三
句
か
ら
十
六
句
は
別
れ
の
風
景
。
上
二
句
は
、
悪
天
候
で
黄
河
に
高
い
波
が
立
ち
、

渡
し
船
も
航
行
し
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
描
く
。
下
二
句
の
「
鄭
國
遊
人
」「
洛
陽
行
子
」

は
、い
ま
そ
れ
ぞ
れ
、陳
章
甫
、李
頎
と
し
て
解
す
。
第
十
七
句
、「
故
林
」
は
故
郷
だ
が
、「
郷

里
に
」
知
人
が
多
い
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
こ
う
述
べ
る
の
は
、
逆
に
、
郷
里
を

離
れ
た
「
官
界
に
」
は
、
上
述
の
よ
う
に
、
周
囲
に
陳
章
甫
を
理
解
す
る
者
が
少
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
さ
ら
に
知
人
が
多
い
こ
と
も
「
聞き
く
な
ら道
く
」
つ
ま
り
伝
聞
で

あ
り
、
陳
章
甫
の
自
述
に
の
み
基
づ
い
て
い
る
と
思
し
い
。
ひ
い
て
は
李
頎
に
と
っ
て
は
判

断
に
迷
う（
信
憑
性
が
疑
わ
れ
る
）と
い
う
意
図
で
こ
の
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
さ
え
思

わ
れ
る
の
で
あ
る
。
知
人
に
関
わ
る
別
れ
の
詩
句
と
し
て
著
名
な
王
勃「
杜
少
府
之
任
蜀
州
」

（
卷
五
六
）「
海
内
存
知
己
、天
涯
若
比
鄰
。（
海
内
に
知
己
存
せ
ば
、天
涯
も
比
隣
の
若
し
。）」

や
高
適
「
別
董
大
二
首
」
其
一（
卷
二
一
四
）「
莫
愁
前
路
無
知
己
、天
下
誰
人
不
識
君
。（
愁

う
る
莫
か
れ　

前
路
に
知
己
無
き
を
、
天
下　

誰
人
か
君
を
識
ら
ざ
ら
ん
。）」
は
、
た
と
え

発
言
者
に
確
証
は
な
く
と
も
、
確
信
に
満
ち
た
信
憑
性
の
こ
も
っ
た
言
辞
に
な
っ
て
い
る
こ

と
に
間
違
い
は
な
い
。
こ
れ
ら
と
比
較
し
た
場
合
、
第
十
七
句
の
不
確
定
さ
、
信
憑
性
の
低

さ
が
照
ら
し
出
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

末
句
の
「
官
を
罷
む
る
は
昨
日　

今
は
如
何
」
は
、
如
上
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
置
か
ず
と
も

素
っ
気
な
さ
は
否
め
ま
い
。
官
職
辞
任
の
経
緯
も
尊
大
さ
と
周
囲
と
の
軋
轢
で
は
な
か
っ
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た
か
。
直
情
径
行
型
の
辞
任
で
あ
っ
た
と
も
思
え
る
。「
今
如
何
」
は
李
頎
が
陳
章
甫
に
後

悔
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
腫
れ
物
に
触
る
よ
う
に
慎
重
に
尋
ね
る
言
葉
と
思
わ
れ
る
。

第
十
六
句
「
洛
陽
行
子
」
李
頎
の
「
空
し
く
」
な
す
す
べ
な
い
歎
息
に
は
、
新
興
士
人
達
の

弱
点
で
あ
る
籍
貫
の
問
題
を
突
破
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
得
た
官
途
を
、
そ
の
尊
大
さ
に
よ
っ

て
失
っ
て
し
ま
っ
た
陳
章
甫
に
対
す
る
遺
憾
の
念
が
込
め
ら
れ
て
い
よ
う
。

以
上
特
に
後
半
は
、
憶
測
と
恣
意
に
よ
る
反
証
可
能
性
の
な
い
解
読
に
徹
し
て
し
ま
っ
た
。

論
者
の
解
読
が
は
ず
れ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
旅
立
つ
者
へ
の
は
な
む
け
の
う
た
と
し
て
相

応
し
く
は
な
い
こ
と
も
承
知
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
王
氏
『
校
注
』
が
集
め
る
こ
の
詩
に
対

す
る
歴
代
の
評
語
が
本
作
品
と
陳
章
甫
と
に
対
し
て
好
意
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に

も
反
す
る
。
た
だ
敢
え
て
弁
解
す
る
な
ら
ば
、
陳
章
甫
は
こ
の
作
品
の
、
ひ
い
て
は
高
適
の

作
品
の
賛
辞
を
表
面
的
に
の
み
理
解
す
る
タ
イ
プ
の
人
物
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
さ

ら
に
は
、
歴
代
の
こ
の
作
品
と
陳
章
甫
と
に
対
す
る
好
意
的
な
批
評
も
、
古
典
の
文
学
共
同

体
内
に
お
け
る
規
範
的
、
因
習
的
な
読
み
方
で
あ
る
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
だ
ろ
う）

11
（

。

ち
な
み
に『
全
唐
文
』に
は
陳
章
甫
の「
天
寶
九
載
七
月
十
日
記
」の「
亳
州
糾
曹
廳
壁
記
」

が
見
え
る
。
上
述
の
亳
州
糾
曹
と
い
う
陳
章
甫
の
経
歴
は
こ
れ
に
依
る
。
そ
し
て
糾
曹
は
録

事
参
軍
事
の
こ
と
で
、
そ
の
職
掌
に
は
、
州
県
の
官
員
の
過
失
を
糾
弾
す
る
こ
と
が
あ
っ
た）

11
（

。

適
材
適
所
の
任
官
が
当
時
ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
て
い
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
如
上
の
資

料
が
伝
え
る
陳
章
甫
像
に
か
な
う
役
職
で
あ
る
。

さ
て
李
頎
詩
に
お
け
る
士
人
描
写
全
体
を
眺
め
回
し
て
み
て
も
、
そ
の
生
態
が
陳
章
甫
の

よ
う
に
い
わ
ば
剛
直
に
描
か
れ
る
例
は
、「
別
梁
鍠
」（
前
稿（
三
）参
照
）を
除
い
て
ほ
か
に

は
な
い
と
言
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
前
掲
の
高
適
詩
と
比
較
し
た
場
合
、
李
頎

詩
に
お
い
て
は
陳
章
甫
の
像
が
一
層
具
体
的
に
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
よ
う
。

い
っ
た
い
李
頎
詩
に
お
け
る
士
人
描
写
は
、
描
か
れ
た
人
物
の
像
が
、
個
別
・
具
体
的
に
、

生
動
的
な
も
の
と
し
て
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
に
そ
の
特
徴
が
あ
り
、
そ
れ
が
と
り
も
な
お
さ

ず
作
品
の
お
も
し
ろ
さ
と
な
っ
て
い
る
と
、
論
者
は
考
え
る
。
こ
こ
で
描
写
対
象
の
士
人
を

一
次
テ
ク
ス
ト
と
し
、
そ
れ
が
言
語
化
さ
れ
た
詩
歌
を
二
次
テ
ク
ス
ト
と
称
す
る
こ
と
と
し

よ
う
。
高
適
詩
の
場
合
は
陳
章
甫
の
人
物
像
の
表
現
に
あ
っ
て
、
一
次
テ
ク
ス
ト
を
二
次
テ

ク
ス
ト
化
＝
言
語
化
す
る
と
き
に
、「
精
靈
」「
才
傑
」「
獨
歩
」「
逸
思
」
の
よ
う
な
抽
象
度

の
高
い
語
彙
を
用
い
る
、
い
わ
ば
三
次
テ
ク
ス
ト
化
す
る
よ
う
な
言
語
運
用
が
な
さ
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
高
適
詩
に
描
か
れ
た
陳
章
甫
像
と
一
次
テ
ク
ス
ト
の
陳
章
甫
と
の
へ
だ
た
り
は

比
較
的
大
き
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
李
頎
詩
の
士
人
描
写
は
一
次
テ
ク
ス
ト
の
二
次
テ
ク
ス

ト
化
に
お
い
て
抽
象
化
の
程
度
を
低
く
抑
え
た
ま
ま
で
、
言
語
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
そ

の
お
も
し
ろ
さ
の
仕
組
み
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
詩
型
や
作
詩
背
景
な
ど
を
棚
上
げ

に
し
た
場
合
、
例
え
ば
そ
の
明
確
な
違
い
を
、
陳
章
甫
の
才
学
を
あ
ら
わ
す
二
句
、
す
な
わ

ち
高
適
詩
の
04
「
有
時
生
才
傑
」
と
李
頎
詩
の
07
「
腹
中
貯
書
一
萬
卷
」
と
の
間
に
見
る
こ

と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
李
頎
詩
に
あ
っ
て
は
、
一
次
テ
ク
ス
ト
が
二
次
テ
ク
ス
ト
と
近
い
距
離
を
保
ち
つ

つ
読
者
の
前
に
置
か
れ
る
、
読
者
が
詩
に
描
か
れ
た
人
物
を
眼
前
に
置
い
て
い
る
が
如
き
言

語
の
運
用
が
注
意
深
く
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る）

1（
（

。

た
だ
こ
こ
で
論
者
は
高
適
詩
の
価
値
を
貶
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
古
典
の
文
学
共
同

体
内
に
お
い
て
定
型
と
し
て
熟
知
さ
れ
た
表
現
は
、
そ
の
定
型
・
熟
知
の
程
度
が
高
い
ほ
ど
、

そ
の
場
の
感
情（
例
え
ば
、
宴
席
の
歓
楽
、
事
業
へ
の
称
賛
、
送
別
の
悲
し
み
、
故
人
の
追

悼
な
ど
）を
共
感
的
、
共
有
的
に
表
現
す
る
装
置
と
し
て
、
一
層
有
効
に
機
能
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
点
、高
適
詩
の
陳
章
甫
描
写
は
、い
ま
詳
論
の
準
備
は
な
い
が
、前
掲
の
「
精

靈
」「
才
傑
」「
獨
歩
」「
逸
思
」
の
よ
う
な
い
わ
ば
場
に
適
っ
た
常
套
的
な
詩
語
の
運
用
と

い
う
意
味
で
、
古
典
詩
歌
の
修
辞
の
規
範
に
忠
実
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
高
適

詩
は
、
文
学
共
同
体
内
に
お
け
る
言
祝
ぎ
の
定
型
に
寄
り
添
う
も
の
で
あ
っ
た
の
だ）

11
（

。
そ
し

て
そ
の
定
型
を
超
克
す
る
と
い
う
意
味
で
、
李
頎
は
士
人
描
写
詩
と
い
う
分
野
で
、
中
国
古

典
文
学
の
伝
統
的
世
界
を
切
り
開
い
て
行
っ
た
の
で
あ
る）

11
（

。
一
方
、
高
適
は
辺
塞
詩
の
分
野

で
そ
れ
を
行
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
三
）

さ
て
李
頎
の
士
人
描
写
詩
の
お
も
し
ろ
さ
を
、
一
次
テ
ク
ス
ト（
描
写
対
象
の
士
人
）と
二

次
テ
ク
ス
ト（
李
頎
詩
）と
の
距
離
の
近
さ
、
近
接
と
考
え
た
場
合
、
そ
れ
を
明
確
に
証
明
す

る
こ
と
は
難
し
い
。
何
故
な
ら
こ
の
場
合
の
一
次
テ
ク
ス
ト
は
生
身
の

0

0

0

士
人
そ
の
も
の
で
あ

り
、
当
然
そ
の
典
拠
の
全
て
を
検
証
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
文
献
資
料

（
こ
れ
も
二
次
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
）で
そ
の
一
端
を
検
証
し
う
る
場
合
も
あ
る
が
、
そ
の
士
人

の
生
態
の
情
報
を
最
も
多
く
伝
え
る
資
料
が
李
頎
詩
で
あ
る
こ
と
も
多
い
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
節
で
は
、
士
人
描
写
詩
か
ら
題
材
を
変
え
て
、
李
頎
詩
に
お
け
る
一
次
テ
ク
ス

ト
と
二
次
テ
ク
ス
ト
と
の
近
接
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
。

李
頎
詩
に
は
神
話
、
伝
説
、
故
事
な
ど
か
ら
取
材
し
、
そ
れ
を
歌
謡
と
し
た
作
品
が
い
く

つ
か
存
在
す
る
。「
王
母
歌
」「
鮫
人
歌
」「
雜
興
」「
絶
纓
歌
」「
鄭
櫻
桃
歌
」（
卷
一
三
三
）

な
ど
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
『
樂
府
詩
集
』
に
採
ら
れ
る
の
は
「
鄭
櫻
桃
歌
」
だ
け
で
あ
り
、
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そ
れ
は
「
雜
歌
謡
辭
三
」（
卷
八
五
）に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
楽
府
題
を
持
つ
現
存
す
る

歌
辞
は
李
頎
の
作
品
の
み
で
あ
る
が
、
解
題
に
よ
れ
ば
古
辞
が
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る）

11
（

。
た

だ
そ
の
ほ
か
の
作
品
が
新
題
の
楽
府（「
雜
興
」
も
楽
府
題
に
近
い
と
思
わ
れ
る）

11
（

）で
あ
り
、

「
鄭
櫻
桃
歌
」
も
李
頎
の
作
品
の
み
し
か
判
明
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
李
頎
独
自
の
も
の

に
近
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
『
樂
府
詩
集
』
に
は
「
鮫
人
歌
」
の
直
前
に
李
白

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
司
馬
將
軍
歌
」
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。
総
じ
て
、
如
上
の
歌
謡
群
は
李
頎

の
創
出
に
係
る
と
判
断
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

さ
て
、
上
記
の
歌
謡
に
お
い
て
は
、
一
次
テ
ク
ス
ト
を
西
王
母
、
鮫
人
、
鄭
櫻
桃
な
ど
に

ま
つ
わ
る
説
話
や
故
事
を
記
し
た
資
料
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
生
身
の
士
人
に

比
べ
て
、
文
献
資
料
で
あ
る
一
次
テ
ク
ス
ト
は
、
二
次
テ
ク
ス
ト
と
の
近
接
の
検
証
を
明
確

に
行
な
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る）

11
（

。（
も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
説
話
や
故
事
に
つ
い
て
は
、
経

書
を
代
表
と
す
る
権
威
あ
る
書
籍
と
比
較
し
た
場
合
、
逸
失
し
た
文
献
や
口
碑
資
料
の
存
在

の
可
能
性
が
大
き
い
と
推
定
し
う
る
が
、
当
然
な
が
ら
そ
れ
ら
を
検
証
対
象
と
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。）

さ
て
、
こ
こ
で
は
「
鮫
人
歌
」
を
取
り
あ
げ
る）

11
（

。
以
下
、
主
に
前
掲
の
王
氏
『
校
注
』
に

導
か
れ
な
が
ら
こ
の
作
品
を
解
読
し
て
ゆ
く
こ
と
と
し
た
い
。

ま
ず
王
氏
『
校
注
』
の
王
氏
の
按
語
に
は
「
本
詩
將
《
博
物
志
》《
述
異
記
》《
捜
神
記
》

有
關
鮫
人
的
記
述
綜
合
起
來
創
作
，
并
且
加
以
想
像
虛
構
，
使
故
事
情
節
更
加
完
整
，
給
人

一
種
眞
實
感
。」（
傍
線
‥
川
口
）と
こ
の
作
品
を
評
し
て
い
る
。
こ
こ
の
「
眞
實
感
」
は
、「
リ

ア
リ
テ
ィ
ー
（
現
実
、
虚
構
を
問
わ
ず
、
そ
の
こ
と
が
納
得
で
き
る
度
合
い
）の
高
さ
」
と

訳
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
の
高
さ
は
、
一
次
テ
ク
ス
ト
を
至
近
距
離

で
二
次
テ
ク
ス
ト
化
＝
言
語
化
す
る
と
い
う
こ
と
に
通
底
す
る
だ
ろ
う
。

01
鮫
人
潛
織
水
底
居　
　

鮫
人
は
潜か
く

れ
織
り
て
水
底
に
居
る

02
側
身
上
下
隨
遊
魚　
　

身
を
上
下
に
側そ
ば
だて
て
遊
魚
に
随
う

03
輕
綃
文
綵
不
可
識　
　

軽
綃
の
文
綵
は
識
る
可
か
ら
ず

04
夜
夜
澄
波
連
月
色　
　

夜
夜
の
澄
波
は
月
色
に
連
な
る

05
有
時
寄
宿
來
城
市　
　

時
有
り
て
寄
宿
せ
ん
と
城
市
に
来
た
る

06
海
島
青
冥
無
極
已　
　

海
島
は
青
冥
に
し
て
極は
て已

な
し

07
泣
珠
報
恩
君
莫
辭　
　

珠
を
泣
な
み
だ
ふ
らし
て
恩
に
報
う　

君　

辞
す
る
こ
と
莫
か
れ

08
今
年
相
見
明
年
期　
　

今
年　

相
い
見あ

い
て　

明
年
に
期
す

09
始
知
萬
族
無
不
有　
　

始
め
て
知
る　

万
族
に
有
ら
ざ
る
無
し
と

10
百
尺
深
泉
架
戸
牖　
　

百
尺
の
深
泉
に
戸
牖
を
架
く

11
鳥
沒
空
山
誰
復
望　
　

鳥
は
空
山
に
没
せ
ば　

誰
か
復
た
望
ま
ん

12
一
望
雲
濤
堪
白
首　
　

雲
濤
を
一
望
せ
ば
首こ
う
べを

白
く
す
る
に
堪た

う

ま
ず
二
次
テ
ク
ス
ト
た
る
「
鮫
人
歌
」
を
解
読
す
る
前
提
と
し
て
、
一
次
テ
ク
ス
ト
す
な

わ
ち
本
作
品
の
典
拠
と
考
え
得
る
資
料
を
掲
げ
る
。
な
お
王
氏
『
校
注
』
は
こ
の
歌
の
典
拠

資
料
と
し
て
『
博
物
志
』『
述
異
記
』『
捜
神
記
』
を
引
く
が）

11
（

、
こ
こ
で
は
こ
の
作
品
の
第
一

次
的
、
直
接
的
な
取
材
源
と
思
し
い
類
書
『
藝
文
類
聚
』（『
初
學
記
』
の
記
述
は
他
と
重
複

す
る
の
で
掲
げ
な
い
）、『
文
選
』
と
李
善
注
か
ら）

11
（

、
関
連
す
る
記
述
を
示
す
こ
と
と
す
る
。

●
『
文
選
』
卷
十
二
・
木
華
「
海
賦
」）

11
（

爾
其
爲
大
量
也
、
則
南
澰
朱
崖
、
北
灑
天
墟
。
東
演
析
木
、
西
薄
青
徐
。
經
途
瀴
溟
、

萬
萬
有
餘
。
吐
雲
霓
含
龍
魚
、
隱
鯤
鱗
潛
靈
居
。
豈
徒
積
太
顚
之
寶
貝
與
隨
侯
之
明
珠
。

將
世
之
所
收
者
常
聞
、
所
未
名
者
若
無
。
且
希
世
之
所
聞
、
惡
審
其
名
。
故
可
仿
像
其

色
、
靉　

其
形
。

爾
其
水
府
之
内
、
極
深
之
庭
、
則
有
崇
島
巨
鼇
、

孤
亭
。
擘
洪
波
、
指
太
清
。
竭

磐
石
、
棲
百
靈
。
颺
凱
風
而
南
逝
、
廣
莫
至
而
北
征
。
其
垠
則
有
天
琛
水
怪
、
鮫
人
之

室
。
瑕
石
詭
暉
、
鱗
甲
異
質
。

爾し
か

し
て
其
の
大
量
為た

る
や
、
則
ち
南
の
か
た
朱
崖
を
澰ひ
た

し
、
北
の
か
た
天
墟
に
灑
ぐ
。

東
の
か
た
析
木
に
演お
よ

び
、
西
の
か
た
青
徐
に
薄せ
ま

る
。
経
途　

瀴
溟
と
し
て
、
万
万
有
余

な
り
。
雲
霓
を
吐
き
龍
魚
を
含
み
、
鯤
鱗
を
隠
し
靈
居
を
潜か
く

す
。
豈
に
徒た
だ

に
太
顛
の
宝

貝
と
随
侯
の
明
珠
と
を
積
む
の
み
な
ら
ん
や
。
将は

た
世
の
収
む
る
所
の
者
は
常
に
聞
き
、

未
だ
名
あ
ら
ざ
る
所
の
者
は
無
き
が
若
し
。
且
つ
希
世
の
聞
く
所
、
惡い
ず
くん

ぞ
其
の
名
を

審
ら
か
に
せ
ん
。
故
に
其
の
色
を
仿
像
し
、
其
の
形
を
靉　

す
可
し
。

爾
し
て
其
の
水
府
の
内
、
極
深
の
庭
に
は
、
則
ち
崇
島
・
巨
鼇
有
り
て
、

た
か
だ
か

と
孤た亭

つ
。
洪
波
を
擘さ

き
、
太
清
を
指
し
、
磐
石
を
竭い
た
だき
、
百
霊
を
棲
ま
し
む
。
凱
風
を
颺あ

げ

て
南
に
逝
き
、
広こ
う
ば
く莫

至
り
て
北
に
征
く
。
其
の
垠か
ぎ
りに

は
則
ち
天
琛
・
水
怪
、
鮫
人
の
室

有
り
。
瑕
石
の
詭
暉
た
る
あ
り
、
鱗
甲
の
異
質
な
る
あ
り
。

●
『
文
選
』
卷
十
二
・
郭
璞
「
江
賦
」

爾
其
水
物
怪
錯
、
則
有
潛
鵠
魚
牛
、
虎
蛟
鉤
蛇
、
…
…
三

江
、
鸚
螺

蝸
。
…
…

淵
客
築
室
於
巖
底
、
鮫
人
構
館
于
懸
流
。

爾
し
て
其
の
水
物
の
怪
錯
は
、則
ち
潜
鵠
、魚
牛
、虎
蛟
、鉤
蛇
…
…
三

そ
う

、ゆ
う

江
、鸚
螺
、

蝸
有
り
。
…
…
淵
客
は
室
を
巌
底
に
築
き
、
鮫
人
は
館
を
懸
流
に
構
う
。
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●
『
文
選
』
卷
五
・
左
思
「
呉
都
賦
」

其
荒
陬
譎
詭
、
則
有
龍
穴
内
蒸
、
雲
雨
所
儲
。
陵
鯉
若
獸
、
浮
石
若
桴
。
雙
則
比
目
、

片
則
王
餘
。
窮
陸
飮
木
、
極
沈
水
居
。
泉
室
潛
織
而
卷
綃
、
淵
客
慷
慨
而
泣
珠
。
開
北

戸
以
向
日
、
齊
南
冥
于
幽
都
。

李
善
注
「
水
居
、
鮫
人
水
底
居
也
。
俗
傳
鮫
人
從
水
中
出
、
曾
寄
寓
人
家
、
積
日
賣
綃
。

綃
者
、
竹
孚
兪
也
。
鮫
人
臨
去
、
從
主
人
索
器
、
泣
而
出
珠
滿
盤
、
以
與
主
人
。」

其
の
荒
陬
の
譎け
つ
き詭
に
は
、
則
ち
龍
穴
有
り
て
内
に
蒸
し
、
雲
雨
の
儲
う
る
所
な
り
。
陵

鯉
は
獣
の
若
し
、
浮
石
は
桴
の
若
し
。
双
べ
る
も
の
は
則
ち
比
目
、
片
か
た
ひ
らな
る
も
の
は
則

ち
王
余
。
窮
陸
に
木
を
飲
み
、
極
ま
り
沈
ん
で
水
に
居
る
。
泉
室
に
潜
れ
織
り
て
綃
う
す
ぎ
ぬを

巻
き
、
淵
客
は
慷
慨
し
て
珠
を
泣
な
み
だ
ふ
らす

。
北
戸
を
開
き
て
以
て
日
に
向
か
い
、
南
冥
を
幽

都
に
斉ひ
と

し
く
す
。

李
善
注
「
水
居
は
、
鮫
人
の
水
底
に
居
る
な
り
。
俗
に
伝
う
、
鮫
人
は
水
中
従よ

り
出
で
、

曽す
な
わち
人
家
に
寄
寓
し
、
日
を
積か
さ

ね
て
綃
を
売
る
と
。
綃
は
、
竹
の
孚
兪
た
る
な
り
。
鮫

人　

去
る
に
臨
み
、
主
人
従よ

り
器
を
策も
と

め
、
泣
し
て
珠
を
出
し
て
盤
に
満
た
し
、
以
て

主
人
に
与
う
。」

※
李
善
注
の
「
竹
孚
兪
也
。」
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。「
孚
兪
」
は
「
孚
瑜
」
の
こ
と
で

あ
ろ
う
か
。
な
ら
ば
、『
初
學
記
』
卷
十
九
・
人
部
下
・
美
婦
人
「
何
承
天
纂
文
云
、

孚
瑜
、
美
色
也
。」
と
あ
り
、
美
し
い
い
ろ
ど
り
と
い
う
意
味
に
な
る
。

●
『
藝
文
類
聚
』
卷
六
五
・
産
業
部
上
・
織

搜
神
記
曰
、
南
海
之
外
有
鮫
人
。
水
居
如
魚
、
不
廢
績
織
。

搜
神
記
に
曰
く
、南
海
の
外
に
鮫
人
有
り
。
水
に
居
る
こ
と
魚
の
如
く
、績
織
を
廃や

め
ず
。

●
『
藝
文
類
聚
』
卷
八
四
・
寶
玉
部
下
・
珠

搜
神
記
曰
、
南
海
之
外
有
鮫
人
。
水
居
如
魚
、
不
廢
緝
績
。
其
人
能
泣
珠（
其
の
人　

能
く
珠
を
泣
な
み
だ
ふ
らす

）。

次
に
「
鮫
人
歌
」
を
上
記
の
取
材
源
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
解
読
し
て
み
る
。

第
一
・
二
句
は
、
ま
ず
「
鮫
人（
諸
辞
書
で
は
「
人
魚
」
と
釈
す
が
、
実
態
は
未
詳
。
鮫
は

蛟
で
、龍
の
一
種
）」
の
最
も
特
異
な
生
態
で
あ
る
水
中
で
の
生
活
と
紡
織
と
が
紹
介
さ
れ
る
。

第
一
句
「
鮫
人
潛
織
水
底
居
」
は
「
呉
都
賦
」
の
「
極
沈
水
居
。
泉
室
潛
織
。」、
そ
の
李
善

注
「
水
居
、
鮫
人
水
底
居
也
。」、『
類
聚
』
所
引
『
捜
神
記
』
な
ど
に
依
拠
し
て
作
ら
れ
て

い
る
。
第
二
句
は
上
記
の
取
材
源
に
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
王
氏
『
校
注
』
に
言
う
「
想
像

虛
構
」
つ
ま
り
典
拠
資
料
に
見
ら
れ
な
い
と
言
う
意
味
で
の
作
者
の
創
作
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

第
三
・
四
句
は
、
第
一
句
の
紡
織
で
で
き
た
あ
や
ぎ
ぬ
が
極
め
て
珍
奇
で
美
し
い
こ
と
が

描
か
れ
る
。
第
三
句
の
「
輕
綃
文
綵
」
は
「
呉
都
賦
」「
卷
綃
」
と
李
善
注
「
綃
者
、
竹
孚

兪
也
。」
に
依
拠
し
、「
不
可
識
」（
想
像
も
で
き
な
い
）は
「
海
賦
」「
將
世
之
所
收
者
常
聞
、

所
未
名
者
若
無
。
且
希
世
之
所
聞
、
惡
審
其
名
。（
世
の
人
の
手
に
収
め
ら
れ
た
も
の
は
有
名
に
な

る
が
、
ま
だ
名
の
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
は
、
な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
世
に
ま
れ
な
も
の
は
あ
ま

り
人
の
耳
に
も
入
ら
な
い
か
ら
、
そ
の
名
が
知
ら
れ
て
い
な
い
の
も
無
理
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
色

も
形
も
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
あ
る
。）」
を
イ
メ
ー
ジ
の
基
盤
と
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
第
四
句

は
李
頎
の
創
作
で
、
あ
や
ぎ
ぬ
の
美
し
さ
を
、
夜
ご
と
に
澄
ん
だ
波
と
月
の
光
が
連
な
る
よ

う
だ
と
形
容
す
る
。

第
五
・
六
句
は
、
鮫
人
が
人
間
と
交
流
す
る
こ
と
を
中
心
に
描
か
れ
る
。
第
五
句
「
寄
宿

來
城
市
」
は 

「
呉
都
賦
」
李
善
注
の
「
俗
傳
鮫
人
從
水
中
出
、
曾
寄
寓
人
家
」
に
拠
る
。
な

お
こ
の
交
流
は
、
実
際
に
は
李
善
注
に
「
積
日
賣
綃
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
海
人
と
陸
人
の
交

易
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
第
六
句
「
海
島
青
冥
無
極
已
」
は
「
海
賦
」「
呉
都
賦
」
に

描
か
れ
る
鮫
人
の
住
み
か
が
世
界（
海
）の
「
極
已
」
果
て
に
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
結
晶

さ
せ
た
も
の
で
、
直
接
的
に
は
「
海
賦
」「
其
垠
則
有
天
琛
・
水
怪
、
鮫
人
之
室
。」
に
基
づ

い
て
い
よ
う
。

第
七
・
八
句
は
「
珠
」
が
至
宝
で
あ
る
こ
と
に
焦
点
を
当
て
て
描
か
れ
る
。
第
七
句
「
泣

珠
報
恩
君
莫
辭
」
は
「
呉
都
賦
」
李
善
注
「
鮫
人
臨
去
、
從
主
人
索
器
、
泣
而
出
珠
滿
盤
、

以
與
主
人
。」、『
類
聚
』
卷
八
四
所
引
の
『
捜
神
記
』「
其
人
能
泣
珠
。」
に
拠
る
。「
報
恩
」

は
右
の
李
善
注
に
記
さ
れ
た
鮫
人
が
宿
を
貸
し
た
主
人
に
お
礼
を
す
る
と
い
う
生
態
を
圧
縮

し
た
も
の
で
あ
る
。
第
八
句
は
李
頎
の
創
作
で
あ
る
。

第
九
句
か
ら
十
二
句
は
、
作
者
が
顔
を
覗
か
せ
た
感
想
あ
る
い
は
評
語
の
よ
う
な
詩
句
と

な
っ
て
い
る
。
第
九
句
「
始
知
萬
族
無
不
有
」
は
上
記
の
「
海
賦
」「
將
世
之
所
收
者
常
聞
、

…
…
惡
審
其
名
。」
を
反
転
さ
せ
て
い
る
。
第
十
句
の
「
百
尺
深
泉
」
は
「
呉
都
賦
」「
極
沈

水
居
」、「
架
戸
牖
」
は
江
賦
「
鮫
人
構
館
」、
呉
都
賦
「
海
賦
」「
鮫
人
之
室
」
か
ら
発
想
さ

れ
た
表
現
で
あ
ろ
う
。

末
二
句
に
つ
い
て
は
、
論
者
に
は
そ
の
意
味
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
鮫（
龍
）人
と
い
う
海

底
の
住
人
と
末
句
の
「
白
首
」
と
い
う
素
材
か
ら
す
ぐ
に
想
起
さ
れ
る
の
は
、
我
が
国
の
浦

島
太
郎
の
説
話
で
あ
る
が
、
末
二
句
は
浦
島
説
話
か
ら
解
読
し
う
る
悠
久
な
時
間
の
経
過
と

関
係
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か）

1（
（

。
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以
上
の
よ
う
に
、「
鮫
人
歌
」
は
異
類
で
あ
る
鮫
人
の
不
可
思
議
な
生
態
に
つ
い
て
描
か

れ
た
も
の
で
あ
る
。
作
品
に
は
、
諸
文
献
に
見
ら
れ
る
鮫
人
の
生
態
の
特
徴
を
明
確
に
伝
え

る
か
た
ち
で
、
肝
要
な
語
彙
が
比
較
的
原
型
を
保
ち
つ
つ
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
士
人
描
写
詩
の
描
写
対
象
の
士
人
を
一
次
テ
ク
ス
ト
と
す
る
な
ら
ば
、

こ
こ
で
は
鮫
人
に
ま
つ
わ
る
説
話
が
一
次
テ
ク
ス
ト
と
な
る
。
そ
し
て
如
上
の
解
読
か
ら
、

本
作
品
が
鮫
人
説
話
と
い
う
一
次
テ
ク
ス
ト
と
近
接
し
た
か
た
ち
で
二
次
テ
ク
ス
ト
化
＝
言

語
化
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
先

に
指
摘
し
た
よ
う
に
李
頎
の
士
人
描
写
詩
に
お
い
て
、
描
写
対
象
の
士
人
と
い
う
一
次
テ
ク

ス
ト
と
の
距
離
を
近
接
し
た
か
た
ち
で
二
次
テ
ク
ス
ト
化
さ
れ
る
と
い
う
仕
組
み
に
相
通
ず

る
と
考
え
る
。

換
言
す
れ
ば
、
士
人
描
写
詩
の
解
読
で
は
一
次
テ
ク
ス
ト
た
る
士
人
に
つ
い
て
全
て
を
検

証
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
に
対
し
て
、「
鮫
人
歌
」
の
解
読
で
は
、
典
拠
資
料
こ
こ
で
は

諸
文
献
に
見
ら
れ
る
鮫
人
説
話
を
一
次
テ
ク
ス
ト
と
し
て
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ

を
通
じ
て
一
次
テ
ク
ス
ト
と
二
次
テ
ク
ス
ト
が
近
接
す
る
作
詩
手
法
を
確
認
で
き
、
そ
こ
か

ら
士
人
描
写
詩
に
お
け
る
同
様
の
手
法
を
類
推
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
「
鮫
人
歌
」
は
、「
海
賦
」「
呉
都
賦
」
に
描
か
れ
た
「
世
界（
海
）の
果
て
」
の
幽
遠

な
イ
メ
ー
ジ
を
通
奏
低
音
と
し
て
、
鮫
人
の
水
中
で
の
生
活
と
紡
織
→
鮫
人
の
織
り
出
す
珍

奇
な
あ
や
ぎ
ぬ
→
陸
の
人
間
と
の
共
同
生
活（
交
易
）→
涙
珠
に
よ
る
お
礼
→
感
想
・
評
語
の

よ
う
に
構
成
さ
れ
、
且
つ
そ
れ
ら
は
ひ
と
つ
の
物
語
を
な
す
よ
う
に
効
果
的
配
置
さ
れ
て
い

る
と
言
え
よ
う
。
つ
ま
り
、「
鮫
人
歌
」
は
、
典
拠
資
料
に
見
え
る
鮫
人
に
ま
つ
わ
る
特
異

な
題
材
を
、
王
氏
『
校
注
』
が
指
摘
す
る
よ
う
に
典
拠
に
は
見
え
な
い
作
者
・
李
頎
の
「
想

像
虛
構
」
を
交
え
て
、
巧
み
に
コ
ラ
ー
ジ
ュ
し
た
作
品
で
あ
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。「
鮫
人
歌
」
は
あ
た
か
も
日
本
の
昔
話
を
歌
っ
た
童
謡
の
よ
う
で
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
た
場
合
、
李
頎
詩
に
お
け
る
士
人
描
写
の
お
も
し
ろ
さ
の
要
因
の
一
つ

が
、
描
写
対
象
の
士
人
に
か
か
る
容
貌
、
言
動
、
逸
話
な
ど
の
中
か
ら
、
そ
の
姿
を
個
性
的

に
描
写
す
る
の
に
効
果
的
な
特
徴
や
特
異
な
出
来
事
を
選
び
出
し
、
そ
れ
ら
を
巧
み
に
コ

ラ
ー
ジ
ュ
し
て
い
る
こ
と
に
在
る
と
も
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

な
お
こ
こ
で
断
わ
っ
て
お
き
た
い
の
は
、
論
者
は
、
李
頎
の
士
人
描
写
詩
に
描
か
れ
た
士

人
た
ち
の
姿
が
実
像
そ
の
ま
ま
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。「
鮫
人
歌
」
に
作
者
・
李
頎
の
「
想
像
虛
構
」
が
交
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
士

人
描
写
詩
に
描
か
れ
た
士
人
の
姿
に
あ
っ
て
も
同
様
の
創
作
は
も
ち
ろ
ん
想
定
さ
れ
る
の
で

あ
る
。ち
な
み
に
一
次
テ
ク
ス
ト
の
二
次
テ
ク
ス
ト
化
＝
言
語
化
は
一
般
的
に
言
っ
て
も「
想

像
虛
構
」
を
回
避
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

川
合
康
三
氏
は
、
韓
愈
詩
に
お
け
る
孟
郊
・
盧
仝
の
描
写
に
つ
い
て
「
二
人
の
人
物
の
描

き
方
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
い
ず
れ
も
現
実
に
も
と
づ
き
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
肉
付
け
し
、

小
説
的
な
ふ
く
ら
み
を
も
た
せ
て
人
間
を
彷
彿
と
さ
せ
て
い
る
こ
と
だ
。」（
傍
線
‥
川
口
）

と
指
摘
す
る）

11
（

。
川
合
氏
の
言
い
方
を
借
り
る
な
ら
ば
、
李
頎
詩
の
士
人
描
写
の
お
も
し
ろ
さ

に
も
、
も
ち
ろ
ん
「
小
説
的
な
ふ
く
ら
み
」
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て

本
節
冒
頭
に
掲
げ
た
李
頎
の
「
鮫
人
歌
」「
王
母
歌
」
な
ど
は
「
小
説
」（
も
し
く
は
そ
れ
に

類
似
す
る
故
事
）を
典
拠
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
詩
歌
と
士
人
描
写
詩
の
お
も
し
ろ
さ
は

「
小
説（
的
な
ふ
く
ら
み
）」
と
い
う
点
で
通
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
更
に
言
う

な
ら
ば
、
そ
れ
は
楽
府
の
叙
事
的
、
物
語
的
な
お
も
し
ろ
さ
に
通
ず
る
点
も
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

と
こ
ろ
で
鮫
人
説
話
を
主
題
と
し
た
詩
歌
は
、
唐
前
詩
・
唐
詩
に
お
い
て
下
に
掲
げ
る
作

品
一
例
を
除
い
て
、
李
頎
の
「
鮫
人
歌
」
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
鮫
人
説
話
を
典
拠
と
す

る
こ
と
が
い
わ
ゆ
る
僻
典
の
使
用
と
見
做
さ
れ
た
の
が
大
き
な
理
由
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
、

李
頎
も
楽
府
題
と
い
う
仮
構
の
枠
組
み
に
頼
ら
な
け
れ
ば
、
こ
の
題
材
を
詩
歌
と
す
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
「
鮫
人
」
と
い
う
語
彙
は
『
文
選
』
に
「
海
賦
」「
江
賦
」
を
含
め
て
三
例
あ
り）

11
（

、

そ
れ
自
体
の
使
用
は
規
範
を
逸
脱
し
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
僻
典
に
見
え
る
語
彙

で
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う（
そ
れ
以
前
に
、
詩
歌
の
主
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
山
水
自
然
、
友
情
、

別
離
、
望
郷
、
隠
逸
、
孤
独
、
出
征
な
ど
を
歌
う
詩
語
と
し
て
は
相
応
し
く
な
い
の
だ
が
）、

唐
以
前
の
詩
歌
に
お
い
て
「
鮫
人
」
の
用
例
は
楽
府
に
一
例
を
確
認
し
う
る
だ
け
で
あ
る）

11
（

。

唐
代
に
な
っ
て
こ
の
語
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
多
く
は
な
い
。
初
唐
で
は
李
嶠
に
一

例
を
確
認
で
き
る
の
み
で
あ
る
。
李
頎
と
同
時
代
の
盛
唐
で
は
、
孟
浩
然
、
儲
光
羲
、
岑
参

に
そ
れ
ぞ
れ
一
例
を
、
杜
甫
に
四
例
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る）

11
（

。

辺
塞
詩
に
お
い
て
幻
想
的
な
西
域
の
情
景
を
描
い
た
岑
参
も
、「
鮫
人
」
に
対
し
て
は
、

次
の
如
く
素
っ
気
な
い
描
写
で
終
わ
っ
て
い
る
。「
送
楊
瑗
尉
南
海
」（
卷
二
〇
〇
）「
不
擇

南
州
尉
、
高
堂
有
老
親
。
樓
臺
重
蜃
氣
、
邑
里
雜
鮫
人
。
海
暗
三
山
雨
、
花
明
五
嶺
春
。
此

鄕
多
寶
玉
、
愼
莫
厭
清
貧
。（
択
ば
ず
し
て
南
州
の
尉
た
る
は
、
高
堂
に
老
親
の
有
れ
ば
な
り
。

楼
台
に
は
蜃
気
重
な
り
、
邑
里
に
は
鮫
人
雑
う
。
海
は
三
山
の
雨
に
暗
く
、
花
は
五
嶺
の
春

に
明
る
し
。
此
の
郷　

宝
玉
多
し
、
慎
ん
で
清
貧
を
厭
う
莫
か
れ
。）」。
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ま
た
杜
甫
詩
に
「
鮫
人
」
を
四
例
確
認
で
き
る
が
、
描
写
と
し
て
は
上
記
用
例
の
域
を
出

て
は
い
な
い
と
判
断
さ
れ
る）

11
（

。
推
測
で
は
あ
る
が
、
杜
甫
が
「
鮫
人
」
を
詩
語
と
し
て
他
の

詩
人
に
比
べ
て
多
く
用
い
た
の
は
、『
文
選
』、
李
善
注
、
類
書
以
外
に
、
何
ら
か
の
機
会
に

李
頎
の
「
鮫
人
歌
」
を
読
み
、
影
響
を
受
け
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

さ
て
上
述
し
た
よ
う
に
李
頎
詩
と
同
様
に
鮫
人
説
話
を
主
題
と
し
て
歌
う
の
は
わ
ず
か
に

一
例
、康
翊
仁
「
鮫
人
潛
織
」（
卷
七
八
〇
）が
見
出
さ
れ
る
の
み
で
あ
る）

11
（

。
以
下
に
掲
げ
よ
う
。

珠
館
馮
夷
室　
　

珠
館
は
馮
夷（
黄
河
の
水
神
、
河
伯
）の
室
に
し
て

靈
鮫
信
所
潛　
　

霊
鮫
の
信ま
こ
とに
潜
む
所
な
り

幽
閒
雲
碧
牖　
　

幽
閒
た
り（
深
く
隔
た
る
）雲
碧
の
牖

滉
瀁
水
精
簾　
　

滉
瀁
た
り（
光
ゆ
ら
め
く
）水
精
の
簾

機
動
龍
梭
躍　
　

機は
た

動
き
て　

龍
の
梭ひ
（
機
織
り
道
具
）躍
り

絲
縈
藕
淬
添　
　

糸
縈め
ぐ

り
て　

藕は
す

の
淬そ
め

添
う

七
襄
牛
女
恨　
　

七
襄（
星
が
一
日
に
七
た
び
移
る
）は
牛
女
の
恨
む

三
日
大
人
嫌　
　

三
日
も（
三
日
で
織
り
終
え
て
も
）大
人（
姑
）の
嫌き
ら

う

透
手
擊
呉
練　
　

透
手
は
呉
練
を
撃
ち

凝
冰
笑
越
縑　
　

凝
冰
は
越
縑
に
笑
う

無
因
聽
札
札　
　

札
札
た
る（
機
織
り
の
音
）を
聴
く
に
因よ
す
が無
く

空
想
濯
纖
纖　
　

空
し
く
濯
ぐ
こ
と
の
纖
纖（
女
性
の
か
細
い
手
の
様
子
）た
る
を
想
う

作
者
に
つ
い
て
は
未
詳
。
李
頎
詩
と
の
安
易
な
比
較
は
慎
重
を
期
さ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、

こ
の
作
品
は
「
鮫
人
潛
織
」
と
題
し
て
幻
想
的
に
鮫
人
の
世
界
を
描
い
て
は
い
る
も
の
の
、

そ
こ
か
ら
は
鮫
人
の
生
態
自
体
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
像
を
結
ば
な
い
。
も
と
よ
り
鮫
人
の
生
態

の
描
写
を
志
向
し
た
作
品
で
は
な
い
と
は
判
断
さ
れ
る
が
、
同
じ
説
話
を
モ
チ
ー
フ
と
し
な

が
ら
、
李
頎
が
鮫
人
の
姿
を
描
き
出
し
た
手
法
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
。
こ
の
よ
う
な
比
較

か
ら
も
、
李
頎
詩
に
お
け
る
、
描
写
対
象
の
生
態
の
活
写
と
い
う
性
質
、
一
次
テ
ク
ス
ト
へ

の
近
接
と
い
う
傾
向
を
確
認
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

さ
ら
に
李
頎
が
鮫
人
説
話
を
主
題
と
し
、
楽
府
題
と
い
う
仮
構
の
枠
組
み
に
依
り
な
が
ら

物
語
的
な
歌
謡
と
し
て
鮫
人
の
生
態
を
描
写
し
た
こ
と
は
、
李
頎
が（
異
類
も
含
め
て
）生
態

の
観
察
と
観
察
結
果
の
記
録
と
を
、
詩
歌
制
作
に
お
い
て
追
求
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
示

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
四
）

以
上
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
前
稿
で
論
者
が
気
付
か
な
か
っ
た
点
、
論
ず
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
こ
と
を
ま
じ
え
て
、
李
頎
詩
に
お
け
る
士
人
描
写
に
つ
い
て
補
論
を
試
み
た
。
特

に
前
稿
に
お
い
て
答
え
が
出
せ
な
か
っ
た
李
頎
詩
の
士
人
描
写
の
お
も
し
ろ
さ
の
仕
組
み
に

つ
い
て
は
、
一
次
テ
ク
ス
ト
と
二
次
テ
ク
ス
ト
の
近
接
と
い
う
観
点
か
ら
、
些
か
な
り
と
も

仮
説
が
提
出
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

最
後
に
前
稿
、本
稿
と
も
に
川
合
康
三
氏
の『
中
国
の
自
伝
文
学
』（
創
文
社
、一
九
九
六
年
）

に
も
大
き
な
啓
発
、
教
授
を
受
け
て
い
た）

11
（

。
川
合
氏
は
同
書
の
「
Ⅳ　

詩
の
中
の
自
伝
」
に

お
い
て
、
杜
甫
の
自
伝
詩（
論
者
は
前
稿
で
「
自
述
詩
」
と
し
た
）に
つ
い
て
「
無
名
の
、
ご

く
普
通
の
人
間
を
対
象
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
新
し
い
。
歴
史
上
の
典
型
人
物
で
は
な
い
、

し
か
し
輪
郭
の
は
っ
き
り
し
た
顔
立
ち
を
持
っ
た
人
物
が
登
場
す
る
の
で
あ
る
。」「
杜
甫
を

受
け
て
、
ふ
つ
う
の
人
間
の
自
伝
的
な
詩
は
、
中
唐
に
入
っ
て
続
々
と
作
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。」（
二
一
七
頁
）。
ま
た
他
者
を
描
い
た
詩
歌
に
つ
い
て
「
韓
愈
は
従
来
の
人
間
の
型
に

は
存
在
し
な
か
っ
た
よ
う
な
人
間
像
を
作
り
あ
げ
た
。
…
…
そ
の
背
後
に
人
間
を
多
様
な
も

の
と
し
て
捉
え
る
新
し
い
人
間
観
が
、
新
し
い
時
代
の
認
識
と
し
て
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

さ
か
の
ぼ
れ
ば
そ
れ
は
杜
甫
に
淵
源
す
る
だ
ろ
う
。」（
二
二
五
～
六
頁
）と
説
く
。

論
者
は
そ
れ
ら
に
異
議
は
な
い
。
た
だ
、
い
ま
李
頎
の
生
年
が
六
九
〇
年
、
杜
甫
の
生
年

が
七
一
二
年
と
す
る
な
ら
ば
、
二
人
の
二
十
年
余
り
の
年
齢
差
は
決
し
て
小
さ
い
と
は
言
え

な
い
で
あ
ろ
う
。
李
頎
と
杜
甫
と
の
交
遊
、
文
学
的
な
影
響
関
係
を
紐
解
く
準
備
は
で
き
て

い
な
い
が
、
前
稿
、
本
稿
で
論
じ
た
李
頎
詩
に
お
け
る
士
人
描
写
を
眺
め
た
場
合
、
川
合
氏

が
指
摘
す
る
淵
源
と
し
て
の
杜
甫
の
さ
ら
な
る
淵
源
に
李
頎
を
想
定
し
う
る
の
で
は
な
い
か

と
、
論
者
は
考
え
る
。

ま
た
川
合
氏
は
同
書
「
Ⅲ　

か
く
あ
り
た
い
我
」（
一
一
一
頁
）に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述

べ
る
。「
わ
れ
わ
れ
の
知
り
う
る
の
は
歴
史
と
い
う
全
体
の
中
の
点
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
改

め
て
わ
か
る
。
点
の
存
在
は
そ
れ
を
含
み
込
む
線
、
さ
ら
に
は
複
数
の
線
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
る
面
が
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
過
去
を
対
象
と
す
る
研
究
で
は
、
わ
ず
か
に
残
さ

れ
た
点
を
手
が
か
り
に
線
や
面
を
復
元
し
、
そ
の
広
が
り
の
中
で
実
際
に
見
ら
れ
る
点
の
位

置
、
意
味
を
考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。」

前
稿
と
本
稿
が
、
士
人
描
写
詩
の
系
譜
と
い
う
線0

、
そ
し
て
盛
唐
の
士
人
描
写
詩
と
い
う

面0

に
お
い
て
李
頎
が
杜
甫
と
共
に
突
出
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
こ
と
が
些
か
な
り
と
も
で
き

て
い
れ
ば
よ
い
と
思
う
。



― 14 ―

李頎の士人描写詩について・補論

【
注
】

（
1
）「
李
頎
の
士
人
描
写
詩
に
つ
い
て
」（
一
）
～
（
四
）。（
一
）（
三
）は
『
山
口
県
立
大

学
国
際
文
化
学
部
紀
要
』
二
二
・
二
三（
二
〇
一
六
・
一
七
年
）、（
二
）（
四
）は
『
山
口

県
立
大
学
院
論
集
』十
七
・
十
八（
二
〇
一
六
・
一
七
年
）。
以
下
、前
稿
ま
た
は
前
稿（
一
）

の
よ
う
に
記
す
。

（
2
）呉
汝
煜
『
唐
五
代
人
交
往
詩
索
引
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）に
よ
る
。

（
3
）本
稿
で
引
用
す
る
唐
詩
は
、『
全
唐
詩
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
〇
年
）に
よ
り
、
そ
の

巻
数
を
示
す
。

（
4
）注（
2
）。

（
5
）以
下
李
頎
詩
の
解
釈
は
、
王
錫
九
『
李
頎
詩
歌
校
注
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
八
年
）を

主
と
し
て
、
劉
宝
和
『
李
頎
詩
評
注
』（
山
西
教
育
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）、
羅
琴
・

胡
嗣
坤
『
李
頎
及
其
詩
歌
研
究
』（
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
九
年
）を
参
考
に
し
て
い
る
。

（
6
）以
下
、
特
に
問
題
が
な
い
限
り
、
周
祖
譔
『
中
国
文
学
家
大
辞
典　

唐
五
代
巻
』（
中

華
書
局
、
一
九
九
二
年
）に
拠
る
。
な
お
「
集
賢
院
待
制
」
を
『
辞
典
』
は
「
集
賢
院

直
学
士
」
と
す
る
が
、
こ
こ
で
は
綦
毋
潜
の
伝
記
に
係
る
諸
資
料
に
従
い
「
待
制
」
と

す
る
。
つ
ま
り
集
賢
院
で
「
仮
雇
い
」
と
な
り
、
そ
の
後
、
正
式
に
秘
書
省
校
書
郎
に

就
任
し
た
の
で
あ
る
。

（
7
）注（
5
）の
諸
注
釈
は
解
か
な
い
が
、こ
こ
の
「
五
叔
」
は
、前
稿（
四
）で
紹
介
し
た
「
春

送
從
叔
遊
襄
陽
」（
卷
一
三
二
）の
「
從
叔
」（
父
の
従
兄
弟
で
父
よ
り
年
下
の
者
）の
可

能
性
も
あ
る
。
該
詩
の
第
三
・
四
句
に
「
向
用
五
經
笥
、
今
爲
千
里
行
。」
と
あ
る
。
上

句
は
従
叔
が
そ
の
「
五
経
笥
」、
五
経
に
精
通
す
る
博
識
に
よ
っ
て
官
と
し
て
勤
務
し

て
い
た
こ
と
を
描
く
。
下
句
は
、
そ
の
従
叔
が
今
は
襄
陽
に
向
け
て
「
千
里
」
の
旅
路

を
行
く
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
言
う
。「
千
里
」
は
詩
的
表
現
で
、
居
る
べ
き
場
所
か

ら
遠
く
離
れ
る
遺
憾
を
表
現
し
て
い
よ
う
が
、
実
際
に
も
『
舊
唐
書
』
卷
三
九
・
地
理

志
二
に
「
襄
州
緊
上
。
…
…
在
京
師
東
南
一
千
一
百
八
十
二
里
、
至
東
都
八
百
五
十
三

里
。」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
襄
陽
に
旅
立
つ
従
叔
の
も
と
の
勤
務
地
は
都
で
あ
っ
た
可

能
性
は
高
い
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
李
頎
詩
の
「
吏
部
明
年
拜
官
後
」
が
五
叔
に
つ
い

て
も
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
五
経
笥
」
に
係
る
職
に
就
任
す
る
こ
と
で
あ
る
と

も
推
測
さ
れ
る
。

（
8
）南
京
図
書
館
蔵
明
朱
警
編
・
嘉
靖
年
間
刻
本
『
唐
百
家
詩
』
は
「
送
五
叔
…
…
」
詩
の

題
下
に
「
二
首
」
と
記
す
。
同
図
書
館
蔵
明
万
暦
丙
戌
凌
登
瀛
彙
輯
・
呉
敏
道
刻
本
は

二
首
を
一
首
と
し
て
七
言
古
詩
に
分
類
し
、
題
下
に
「
別
本
作
二
首
」
と
注
す
る
。

（
9
）高
島
俊
男
『
漱
石
の
夏
休
み
』「
木
屑
録
を
よ
む
」（
朔
方
社
、二
〇
〇
〇
年
）に
よ
れ
ば
、

律
詩
、
古
詩
、
絶
句
の
順
で
難
易
度
が
高
く
な
る
。

（
10
）揚
雄
「
羽
獵
賦
」
序（『
文
選
』
卷
八
）「
武
帝
廣
開
上
林
、東
南
至
宜
春
鼎
湖
御
宿
昆
吾
、

旁
南
山
西
、
至
長
楊
五
柞
、
北
繞
黃
山
、
濱
渭
而
東
、
…
…
」。『
漢
書
』
卷
二
八
上
・

地
理
志
上
・
右
扶
風
「
槐
里
、
周
曰
犬
丘
、
懿
王
都
之
。
秦
更
名
廢
丘
。
高
祖
三
年
更

名
。
有
黃
山
宮
、
孝
惠
二
年
起
。
莽
曰
槐
治
。」

（
11
）『
漢
書
』
卷
二
五
下
・
郊
祠
志
下
「
京
師
近
縣
鄠
、
則
有
勞
谷
、
五
牀
山
、
日
月
、
五

帝
、
僊
人
、
玉
女
祠
。」。
杜
甫
「
望
岳
」「
西
岳
崚
嶒
竦
處
黃
尊
、
諸
峯
羅
立
似
兒
孫
。

安
得
仙
人
九
節
杖
、
拄
到
玉
女
洗
頭
盆
。」
仇
兆
鰲
注
「
集
仙
錄
、
明
星
玉
女
居
華
山
、

服
玉
漿
、
白
日
升
天
。
祠
前
有
五
石
臼
。
號
玉
女
洗
頭
盆
。
其
水
碧
緑
澄
徹
、
雨
不
加

溢
、
旱
不
減
耗
。
祠
有
玉
女
馬
一
匹
。」（『
杜
詩
詳
註
』
卷
六
）。

（
12
）『
資
治
通
鑑
』
卷
二
一
五
に
よ
る
。

（
13
）譚
優
学
「
李
頎
行
年
考
」（『
唐
詩
人
行
年
考
』、
四
川
人
民
出
版
社
、
一
九
八
一
年
）は

天
宝
六
載
、
傅
璇
琮
『
唐
才
子
傳
校
箋
』
卷
二
・
綦
毋
潛（
陳
鉄
民
担
当
。
中
華
書
局
、

一
九
八
七
年
）は
五
載
と
す
る
。

（
14
）渡
辺
信
一
郎
「
清
―
あ
る
い
は
二
―
七
世
紀
中
国
に
お
け
る
一
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
形
態

と
国
家
」（『
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告　

人
文
』
三
一
、一
九
七
九
年
）。

（
15
）小
川
環
樹
『
唐
詩
概
説
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
年
）。

（
16
）秘
書
省
の
雅
称
は
「
蓬
莱
閣
」、「
蓬
閣
」
で
あ
る
が
、そ
れ
に
つ
い
て
は
『
大
唐
六
典
』

卷
十
・
祕
書
省
・
校
書
郎
「
後
漢
書
云
、
馬
融
、
安
帝
時
爲
大
將
軍
鄧
騭
召
拜
校
書
郎
中
、

在
東
觀
。
…
…
太
僕
鄧
康
重
章
學
行
、
是
時
學
者
稱
東
觀
爲
氏
藏
室
、
道
家
蓬
萊
山
。」

（
17
）礪
波
護
「
唐
の
官
制
と
官
職
」（
小
川
環
樹
『
唐
代
の
詩
人
』
所
収
、
大
修
館
書
店
、

一
九
七
五
年
）。

（
18
）『
新
唐
書
』
卷
三
七
・
地
理
志
一
・
鳳
翔
府
扶
風
郡
「

厔
。
本
畿
、
隸
雍
州
。
武
德

二
年
析
置
終
南
縣
、
貞
觀
八
年
省
、
天
寶
元
年
更
名
宜
壽
、
至
德
二
載
復
故
名
、
乾
寧

中
隸
乾
州
、
天
復
元
年
來
屬
。」

（
19
）王
維
詩
の
繋
年
に
つ
い
て
、陳
鉄
民
氏
は
、房
琯
の
左
遷
に
関
係
さ
せ
て
、注（
13
）『
校

箋
』「
綦
毋
潜
」
で
天
宝
六
載
、『
王
維
集
校
注
』
卷
三
「
送
綦
毋
校
書
棄
官
還
江
東
」（
中

華
書
局
、
一
九
九
七
年
）で
は
五
載
と
す
る
。

（
20
）県
は
百
里
四
方
。『
漢
書
』卷
十
九
上
・
百
官
公
卿
表
上「
縣
大
率
方
百
里
。
其
民
稠
則
減
、
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稀
則
曠
。
鄕
、
亭
亦
如
之
、
皆
秦
制
也
。」

（
21
）『
論
語
』
顏
淵
「
子
曰
、
片
言
可
以
折
獄
者
、
其
由
也
與
。」
何
晏
集
解
「
孔
曰
、
片
、

猶
偏
也
。
聽
訟
必
須
兩
辭
以
定
是
非
、
偏
信
一
言
以
折
獄
者
、
唯
子
路
可
。」

（
22
）『
漢
書
』
卷
八
三
・
朱
博
傳
「
既
白
駕
辦
、
博
出
就
車
見
自
言
者
、
使
從
事
明
敕
告
吏
民
、

欲
言
縣
丞
尉
者
、
刺
史
不
察
黃
綬
、
各
自
詣
郡
。」
顏
師
古
注
「
丞
尉
職
卑
、
皆
黃
綬
。」

（
23
）注（
13
）譚
氏
「
行
年
考
」
は
、
綦
毋
潜
が
進
士
に
及
第
し
た
開
元
十
四
年
の
作
と
す

る
。
傅
璇
琮
「
李
頎
考
」（『
唐
代
詩
人
叢
考
』、
中
華
書
局
、
一
九
八
〇
年
。
い
ま
、

二
〇
〇
三
年
版
に
よ
る
）は
、
開
元
十
五
年
か
ら
十
八
年
の
作
と
す
る
。
進
士
科
及
第

後
に
吏
部
銓
選
ま
で
守
選
期
間
が
あ
る
の
で
、
書
判
抜
萃
科
な
ど
の
合
格
即
授
官
の
バ

イ
パ
ス
試
験
に
合
格
し
て
い
な
い
限
り
、
譚
氏
の
説
を
採
る
に
は
慎
重
を
要
す
る
。

（
24
）譚
氏
・
傅
氏
の
説
は
注（
13
）。
劉
氏
は
注（
5
）『
評
注
』
所
載
の
「
李
頎
事
迹
考
」。

各
士
人
の
科
挙
及
第
年
は
劉
氏
に
従
う
。

（
25
）『
易
經
』
晉
「
晉
。
康
侯
用
錫
馬
蕃
庶
、
晝
日
三
接
。」
孔
穎
達
疏
「
晝
日
三
接
者
、

言
非
惟
蒙
賜
蕃
多
、
又
被
親
寵
頻
數
、
一
晝
之
間
三
度
接
見
也
。」

（
26
）孔
融
「
薦
禰
衡
表
」「
近
日
路
粹
、
嚴
象
、
亦
用
異
才
、
擢
拜
臺
郎
、
衡
宜
與
爲
比
。」

呂
延
濟
注
「
路
粹
、
嚴
象
、
漢
末
時
人
。
皆
以
高
才
擢
拜
尚
書
郎
。
言
衡
之
才
可
與
此

數
子
爲
比
用
者
也
。」（『
六
臣
注
文
選
』
卷
三
七
）。

（
27
）王
氏
『
校
注
』
は
こ
の
詩
に
対
す
る
歴
代
の
高
い
評
価
を
載
せ
、王
氏
自
身
も
「
按
語
」

で
「
此
詩
爲
李
頎
人
物
素
描
詩
中
的
名
篇
。」
と
評
す
。

（
28
）王
氏
『
校
注
』
に
よ
る
。

（
29
）劉
開
揚
『
高
適
詩
集
編
年
箋
註
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
一
年
）に
よ
る
。

（
30
）順
に
、孫
氏
『
高
適
集
校
注
修
訂
本
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、二
〇
一
四
年
）、彭
氏
「
高

適
繋
年
考
証
」（『
文
史
』
三
、一
九
六
三
年
）、周
氏
『
高
適
年
譜
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
八
〇
年
）、
劉
氏
「
高
適
年
譜
」（（
注
29
）『
箋
註
』
所
収
）。

（
31
）『
古
文
苑
』
卷
一
「
嶧
山
刻
石
文
」「
今
皇
帝
壹
家
天
下
、兵
不
復
起
。
…
…
羣
臣
頌
略
、

刻
此
樂
石
、
以
著
經
紀
。」
章
樵
註
「
石
之
精
堅
堪
爲
樂
器
者
。
如
泗
濱
浮
磬
之
類
。」

（
32
）明
・
張
萱
『
疑
耀
』
卷
四
・
檮
杌
「
檮
杌
、
惡
獸
。
楚
以
名
史
、
主
於
懲
惡
。
又
云
、

檮
杌
能
逆
知
未
來
。
故
人
有
掩
捕
者
、
必
先
知
之
。
史
以
示
往
知
來
者
也
。
故
取
名
焉
。

亦
一
説
也
。」（『
四
庫
全
書
』）

（
33
）周
勛
初
『
唐
語
林
校
証
』
卷
八（
中
華
書
局
、一
九
八
七
年
）。
同
じ
挿
話
は
早
く
は
『
封

氏
聞
見
記
』卷
三
・
制
科
に
見
え
る
。
引
用
の［
］内
は『
封
氏
聞
見
記
』に
よ
り
補
っ
た
。

（
34
）こ
の
詩
の
解
釈
は
、目
加
田
誠『
唐
詩
三
百
首
１
』（
平
凡
社
、一
九
七
三
年
）を
参
照
し
た
。

（
35
）次
の
用
例
が
あ
っ
た
。『
大
唐
西
域
記
』
卷
十
一
「
故
師
子
國
人
、
形
貌
卑
黑
、
方
頤

大
顙
。
情
性
獷
烈
、
安
忍
鴆
毒
。
斯
亦
猛
獸
遺
種
。」、『
太
平
御
覽
』
卷
七
三
〇
・
方

術
部
十
一
・
相
中
「（
初
唐
・
丘
悦
『
三
國
典
略
』）又
曰
、
…
…
齊
文
宣
、
字
子
進
、

神
武
第
二
子
也
。
…
…
及
長
、
黑
色
、
大
顙
兌
下
、
鱗
身
重
踝
、
瞻
視
審
定
、
不
好
戲

弄
、
深
沈
有
大
度
。」。
な
お
『
北
史
』
卷
七
・
齊
本
紀
中
で
は
「
大
頰
兌
下
」
と
す
る
。

（
36
）『
索
隱
』「
李
斐
云
、
準
、
鼻
也
。
始
皇
蜂
目
長
準
、
蓋
鼻
高
起
。
爾
雅
、
顏
、
額
也
。

文
穎
曰
、
高
祖
感
龍
而
生
、
故
其
顏
貌
似
龍
、
長
頸
而
高
鼻
。」

（
37
）王
氏
『
校
注
』
は
、『
世
説
新
語
』
排
調
「
郝
隆
七
月
七
日
出
日
中
仰
臥
。
人
問
其
故
。

答
曰
、
我
曬
書
。」
を
典
拠
と
し
て
示
す
。

（
38
）李
頎
「
宴
陳
十
六
樓（
樓
枕
金
谷
）」「
西
樓
對
金
谷
、
此
地
古
人
心
。
白
日
落
庭
内
、

黃
花
生
澗
陰
。
四
鄰
見
疏
木
、
萬
井
度
寒
砧
。
石
上
題
詩
處
、
千
年
留
至
今
。」

（
39
）川
合
康
三『
中
国
の
ア
ル
バ
―
系
譜
の
詩
学
』「
あ
と
が
き
」（
汲
古
書
院
、二
〇
〇
三
年
）

「
古
典
文
學
の
時
代
に
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
樣
式
に
沿
い
、
文
學
的
因
襲
に
從
う
こ
と
、

そ
れ
が
文
學
た
り
う
る
た
め
に
必
要
な
條
件
で
し
た
。」、川
合「
規
範
と
表
現
―『
文
選
』

詩
の
初
め
の
部
立
て
を
中
心
に
―
」（『
東
方
学
』
一
三
二
、二
〇
一
六
年
）に
「
規
範
に

か
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
作
品
は
文
學
作
品
と
し
て
の
安
定
を
獲
得
す
る
。
作
品
は
規
範

を
共
有
す
る
文
學
共
同
體
の
な
か
で
文
學
と
し
て
認
知
さ
れ
る
。
そ
れ
が
古
典
文
學
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。」
と
あ
る
。
ま
た
川
合
「
半
夜
鐘
」（『
中
国
の
ア
ル
バ
』）は
「
作

者
が
讀
者
に
要
求
す
る
詩
の
讀
み
方
、
そ
れ
は
詩
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
文
學
環
境
の

な
か
で
無
言
の
う
ち
に
成
立
し
て
い
る
枠
組
み
で
あ
る
」「
文
學
的
因
襲
の
な
か
に
あ

る
讀
者
は
、
因
襲
の
體
系
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
讀
者
と
い
う
獨
立
し
た
存

在
は
な
く
、
文
學
的
因
襲
だ
け
が
自
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。」
と
述
べ
る
。
文
学
作

品
を
作
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
読
む
こ
と
に
お
い
て
も
、
様
式
、
因
襲
、
規
範
が
あ
っ

た
と
い
う
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。

（
40
）呂
宗
力
『
中
国
歴
代
官
制
大
辞
典
修
訂
版
』（
商
務
印
書
館
、
二
〇
一
五
年
）。

（
41
）大
室
幹
雄
『
桃
源
の
夢
想
―
古
代
中
国
の
反
劇
場
都
市
』
第
一
章
「
都
市
の
解
体
学
」

六
一
頁（
三
省
堂
、
一
九
八
四
年
）を
私
な
り
に
解
釈
し
参
考
に
し
た
。

（
42
）内
田
樹
『「
お
じ
さ
ん
」
的
思
考
』
二
〇
三
頁（
二
〇
一
一
年
、
角
川
文
庫
）を
私
な
り

に
解
釈
し
参
考
に
し
た
。
ま
た
注（
39
）も
参
考
に
し
た
。

（
43
）川
合
康
三
『
文
選（
一
）』「
解
説
」（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
八
年
）「
概
し
て
規
範
な
る
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も
の
は
規
範
に
過
ぎ
ず
、
創
造
的
な
言
語
表
現
は
規
範
を
基
盤
と
し
な
が
ら
、
い
か
に

規
範
と
格
闘
し
た
か
、
い
か
に
規
範
を
乗
り
越
え
た
か
、
そ
こ
に
開
け
て
く
る
も
の
で

あ
る
。」

（
44
）「
晉
書
載
記
曰
、
石
季
龍
、
勒
之
從
子
也
。
性
殘
忍
。
勒
爲
聘
將
軍
郭
榮
之
妹
爲
妻
、

季
龍
寵
惑
優
僮
鄭
櫻
桃
而
殺
郭
氏
、
更
納
清
河
崔
氏
、
櫻
桃
又
譖
而
殺
之
。
櫻
桃
美
麗
、

擅
寵
宮
掖
、
樂
府
由
是
有
鄭
櫻
桃
歌
。」

（
45
）注（
15
）小
川
『
概
説
』
三
九
頁
「
た
と
い
楽
府
題
を
取
ら
な
く
て
も
、楽
府
の
詞
に
よ
っ

て
か
つ
て
歌
わ
れ
た
よ
う
な
情
景
、
情
調
を
指
示
す
る
こ
と
が
あ
る
。「
古
意
」
と
い

う
た
ぐ
い
の
題
が
そ
れ
で
あ
る
。」
と
述
べ
る
の
を
援
用
で
き
よ
う
か
。

（
46
）た
だ
も
ち
ろ
ん
こ
の
場
合
は
、
士
人
描
写
詩
と
は
違
い
、
言
語
化
さ
れ
た
一
次
テ
ク
ス

ト（
説
話
文
献
）を
二
次
テ
ク
ス
ト
化
＝
言
語
化
し
て
い
る
。

（
47
）も
う
一
例
と
し
て
「
王
母
歌
」
を
掲
げ
る
。「
武
皇
齋
戒
承
華
殿
、
端
拱
須
臾
王
母
見
。

霓
旌
照
耀
麒
麟
車
、
羽
蓋
淋
漓
孔
雀
扇
。
手
指
交
梨
遣
帝
食
、
可
以
長
生
臨
宇
縣
。
頭

上
復
戴
九
星
冠
、
總
領
玉
童
坐
南
面
。
欲
聞
要
言
今
告
汝
、
帝
乃
焚
香
請
此
語
。
若
能

錬
鍊
魄
去
三
尸
、
後
當
見
我
天
皇
所
。
顧
謂
侍
女
董
雙
成
、
酒
闌
可
奏
雲
和
笙
。
紅
霞

白
日
儼
不
動
、
七
龍
五
鳳
紛
相
迎
。
惜
哉
志
驕
神
不
悅
、
歎
息
馬
蹄
與
車
轍
。
複
道
歌

鐘
杳
將
暮
、
深
宮
桃
李
花
成
雪
。
爲
看
青
玉
五
枝
燈
、
蟠
螭
吐
火
光
欲
絶
」。
な
お
唐

詩
で
西
王
母
を
主
要
な
登
場
人
物
と
し
た
も
の
に
、
例
え
ば
、
韋
應
物
「
王
母
歌（
一

作
玉
女
歌
）」（
卷
一
九
四
）、
同
「
漢
武
帝
雜
歌
三
首
」
其
一（
卷
一
九
五
）、
韓
愈
「
讀

東
方
朔
雜
事
」（
卷
三
四
二
）、
曹
唐
「
漢
武
帝
將
候
西
王
母
下
降
」「
漢
武
帝
於
宮
中

宴
西
王
母
」（
卷
六
四
〇
）な
ど
が
あ
る
。

（
48
）西
晋
・
張
華
『
博
物
志
』（『
太
平
御
覽
』
卷
八
〇
三
・
珍
寶
部
二
・
珠
下
）「
博
物
志

曰
、
鮫
人
從
水
出
、
寓
人
家
、
積
日
賣
絹
、
將
去
、
從
主
人
索
一
器
、
泣
而
成
珠
滿

盤
、
以
與
主
人
。」
／
東
晋
・
干
寶
『
捜
神
記
』
卷
十
二
「
南
海
之
外
有
鮫
人
。
水
居

如
魚
、
不
廢
織
績
。
其
眼
泣
則
能
出
珠
。」
／
梁
・
任
昉
『
述
異
記
』
卷
上
「
揚
州
有

虵
市
。
市
人
鬻
珠
玉
而
雜
貨
蛟（
＝
鮫
）布
。
蛟
人
即
泉
先
也
。
又
名
泉
客
。」「
南
海
出

蛟
綃
紗
。
泉
先
、
潛
織
、
一
名
龍
紗
。
其
價
百
餘
金
。
以
爲
服
、
入
水
不
濡
。」「
南
海

有
龍
綃
宮
、
泉
先
織
綃
之
處
、
綃
有
白
如
霜
者
。」
／
同
『
述
異
記
』
卷
下
「
南
海
中

有
鮫
人
室
。
水
居
如
魚
、
不
廢
機
織
。
其
眼
泣
則
出
珠
。
晉
木
玄
虚
海
賦
云
、
天
琛
水

怪
鮫
人
之
室
。」

（
49
）李
頎
の
時
代
に
お
け
る
稗
史
小
説
の
読
ま
れ
方
、
通
行
の
状
況
を
精
査
す
る
必
要
が
あ

ろ
う
が
、
巻
子
本
の
時
代
に
お
い
て
、
多
く
の
知
識
人
が
類
書
や
総
集
に
よ
っ
て
前
代

の
詩
文
や
小
説
を
受
容
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
興
膳
宏
・
川
合
康
三『
隋

書
経
籍
志
詳
攷
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
五
年
）の
興
膳
「
解
説
」
で
は
、
抄
書
、
総
集
、

類
書
に
つ
い
て
説
く
末
尾
で
「
卷
子
本
と
い
う
形
體
上
の
制
約
が
前
提
條
件
と
な
っ
て
、

簡
便
で
効
果
的
な
讀
書
法
を
可
能
に
す
る
た
め
の
書
物
が
追
究
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
っ

た
」
と
す
る
。

（
50
）『
文
選
』
の
訓
読
と
訳
文
は
、
原
則
と
し
て
小
尾
郊
一
『
文
選（
一
）』『
同（
二
）』（
集

英
社
、
一
九
七
四
年
）に
従
う
。

（
51
）ち
な
み
に
注（
47
）所
引
『
述
異
記
』（
卷
上
）に
「
南
海
有
龍
綃
宮
。」
と
あ
る
。

（
52
）「
韓
愈
の
詩
の
な
か
の
二
、三
の
人
間
像
を
め
ぐ
っ
て
」（『
終
南
山
の
変
容
―
中
唐
文

学
論
集
』、
研
文
出
版
、
一
九
九
九
年
）。

（
53
）も
う
一
例
は
、
曹
植
「
七
啓
」（
卷
三
四
）「
弄
珠
蜯
、
戲
鮫
人
。」

（
54
）劉
孝
威
「
小
臨
海
」「
蜃
氣
遠
生
樓
、
鮫
人
近
潛
織
。」（『
樂
府
詩
集
』
卷
五
五
・
舞
曲

歌
辭
四
）。

（
55
）李
嶠「
太
平
公
主
山
亭
侍
宴
應
制
」（
卷
六
一
）「
龍
舟
下
瞰
鮫
人
室
、羽
節
高
臨
鳳
女
臺
。」

／
孟
浩
然
「
登
江
中
孤
嶼
贈
白
雲
先
生
王
迥
」（
卷
一
五
九
）「
鮫
人
潛
不
見
、
漁
父
歌

自
逸
。」
／
儲
光
羲
「
采
蓮
詞
」（
卷
一
三
六
）「
浪
中
海
童
語
、
流
下
鮫
人
居
。」。
杜

甫
詩
の
用
例
は
注（
56
）。

（
56
）杜
甫
詩
で
は
、「
渼
陂
西
南
臺
」（
卷
二
一
六
）「
仿
像
識
鮫
人
、空
蒙
辨
魚
艇
。」
／
「
奉

同
郭
給
事
湯
東
靈
湫
作
」（
同
）「
鮫
人
獻
微
綃
、
曾
祝
沈
豪
牛
。」
／
「
閿
鄕
姜
七
少

府
設
膾
戲
贈
長
歌
」（
卷
二
一
七
）「
河
凍
未
漁
不
易
得
、
鑿
冰
恐
侵
河
伯
宮
。
饔
人
受

魚
鮫
人
手
、
洗
魚
磨
刀
魚
眼
紅
。」
／
「
雨
四
首
」
其
四（
卷
二
三
〇
）「
神
女
花
鈿
落
、

鮫
人
織
杼
悲
。」

（
57
）鮫
人
説
話
を
綴
っ
た
賦
に
は
、
貞
元
の
進
士
・
馮
宿
「
鮫
人
賣
綃
賦
」（『
全
唐
文
』
卷

六
二
四
）、
乾
寧
の
進
士
・
徐
寅
「
鮫
人
室
賦
」（『
同
』
卷
八
三
〇
）が
あ
る
。

（
58
）前
稿
で
は
そ
れ
を
明
示
で
き
ず
に
い
た
。
ま
た
前
稿
で
明
示
で
き
て
い
な
い
も
の
に
、

川
合
「「
杜
陵
野
老
」
―
杜
甫
の
自
己
認
識
―
」（『
中
国
文
人
の
思
考
と
表
現
』
所
収
、

汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
）が
あ
る
。
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A Study of Li Qi's Poems Representing High Tang Literati (Addendum)

Yoshiharu KAWAGUCHI
 (Chinese Literature)

Abstract

This article is an addendum to my articles “A Study of Li Qi's Poems Representing High Tang 
Literati (part 1～4）.”

This paper aims to investigate the reason why Li Qi 李頎’s poems representing High Tang Literati 
are so interesting. It considers the idea that the interest can be attributed to the contiguity of the 
relationship between the primary text and the secondary text. In this case, the primary text refers to 
the literati living at that time who are represented in Li Qi’s poem, and the secondary text refers to Li 
Qi’s poems, which represent the literati. In addition, it is important to note that the secondary text (Li 
Qi’s poems) is verbalized in contiguity with the primary text (the literati). 

This explanation may be difficult to understand, but an example can make it clear. Cheng Zhangfu 
陳章甫 is a High Tang literatus about whom Li Qi and Gao Shi 高適 composed poems. In these poems, 
they described Cheng’s erudition (Gao Shi composed “有時生才傑, and Li Qi composed “腹中貯書一萬
卷”). Gao Shi's representation is comparatively abstract; on the other hand, Li Qi’s is more figurative. 
This paper calls the characteristic seen in Li Qi’s poems the contiguity of the relationship between the 
primary text and the secondary text.

However, there is one problem with the above consideration; that is, the primary text cannot be 
fully verified in the present day, because it refers to a man living in the past who no longer exists. For 
this reason, this paper uses another type of poem by Li Qi that is composed based on a narrative. A 
narrative is a document, so it can be verified in the present day. This paper focuses on the poem that 
describes the Jiaoren 鮫人 narrative. In this case, the primary text is the document, that is, the Jiaoren 
narrative, and the secondary text is Li Qi’s poem that represents Jiaoren. Through comparing the 
poem with the document (the Jiaoren narrative), that characteristic ―the contiguity of the relationship 
between the primary text and the secondary text― is confirmed. This must be an example of 
supporting evidence, suggesting that Li Qi’s poems representing High Tang Literati exhibit the same 
characteristic.




